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●
野
球
教
室
の
取
材
に
行
っ
た
。
前
日
久

し
ぶ
り
に
運
動
を
し
て
い
た
の
で
、
そ
の

日
は
全
身
筋
肉
痛
。
カ
メ
ラ
を
構
え
て
い

る
と
足
元
に
球
が
転
が
っ
て
き
た
。
し
ゃ

が
ん
で
球
に
手
を
伸
ば
す
と
太
も
も
に
激

痛
が
。
痛
み
に
ゆ
が
む
私
の
顔
を
野
球
少
年

が
不
思
議
そ
う
に
見
て
い
た
。
少
年
よ
、
こ

の
痛
み
が
分
か
る
の
は
20
年
後
だ
。〈
和
久
〉 

中
島
朝
市
の
変
遷

新

市
史
抄
片

編
集
後
記

●
ち
ょ
う
ど
こ
の
季
節
は
大
学
入
試
ど
真

ん
中
。
セ
ン
タ
ー
試
験
が
終
わ
っ
た
の
も

つ
か
の
間
、
私
立
大
学
で
は
一
般
入
試
が

集
中
す
る
時
期
で
あ
る
。
２
月
下
旬
に
は

国
公
立
大
学
の
前
期
日
程
試
験
が
。
も
う

20
年
近
く
前
の
出
来
事
だ
が
、
と
て
も
寒

か
っ
た
の
を
思
い
出
す
。
体
調
は
万
全
か
、

受
験
生
。ゴ
ー
ル
は
も
う
目
の
前
だ
。〈
賢
治
〉

平成 25 年 12 月末現在

人 のうごき

　

中
島
の
朝
市
は
、
昭
和
30
（
１
９
５

５
）
年
ご
ろ
ま
で
は
、
福
岡
銀
行
中
島
支

店
近
辺
か
ら
旧
北
二に

ん
じ
ゅ
う重
に
至
る
、
川
端
市

場
通
り
周
辺
を
中
心
に
市
が
立
っ
て
い
ま

し
た
。
早
朝
に
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
介
類
や
、

近
郊
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
野
菜
、
果
物
、

漬
物
、穀
類
な
ど
の
食
品
、衣
料
品
、雑
貨
、

小
間
物
、
金
物
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
32
（
１

９
５
７
）
年
に
大
徳
商
店
街
が
で
き
る
と
、

朝
市
も
同
商
店
街
に
移
動
し
、
現
在
に
至

る
ま
で
路
地
に
露
店
が
出
て
い
ま
す
（『
大

和
町
史　

通
史
編
』
上
巻
）。

　

昭
和
61
（
１
９
８
６
）
年
２
月
、
朝
市

に
は
34
軒
の
露
店
が
出
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
四
半
世
紀
を
経
た
平
成
23
（
２
０

１
１
）
年
７
月
に
な
る
と
、
露
店
数
は
18

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
店
の
ほ
と
ん

ど
が
、
30
年
か
ら
70
年
と
い
う
長
き
に
わ

た
り
こ
の
地
に
店
を
出
し
続
け
、
代
替
わ

り
を
し
た
店
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
３
月
の
時
点

で
、
中
島
朝
市
通
り
周
辺
の
中
島
商
店
会

に
加
盟
し
て
い
る
店
舗
は
31
。
商
店
街
の

外
か
ら
来
て
、
朝
市
の
時
だ
け
こ
の
通
り

に
「
出
店
」
を
し
て
い
る
店
（
１
日
に
約

10
軒
）
は
こ
の
数
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

中
島
朝
市
と
は
そ
れ
ら
す
べ
て
の
店
の
総

称
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
出
店
が
扱
っ
て
い
る
品
物
は
、

野
菜
、
米
、
漬
物
、
椎
茸
、
茶
、
惣
菜
、
か

ま
ぼ
こ
、
花
、
手
芸
品
な
ど
で
す
。
み
や
ま

市
高
田
町
か
ら
50
年
近
く
も
出
店
を
続
け

て
い
る
女
性
は
、
家
で
採
れ
た
野
菜
や
野

菜
を
使
っ
た
漬
物
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

現
在
こ
の
女
性
は
、
夫
の
運
転
す
る
車
で

品
物
を
運
ん
で
い
ま
す
が
、
昭
和
50
（
１

９
７
５
）
年
ご
ろ
ま
で
は
リ
ヤ
カ
ー
を
引

き
、
自
宅
か
ら
30
分
ほ
ど
か
け
て
通
っ
て

い
た
と
言
い
ま
す
。
地
元
中
島
か
ら
出
店

に
出
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
他
に

も
高
田
町
の
亀
谷
、
上か

み
く
す
だ

楠
田
か
ら
数
十
年
、

出
店
を
出
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

地
元
の
顔
な
じ
み
の
お
客
さ
ん
た
ち
と

の
細
や
か
な
交
流
の
場
で
あ
る
中
島
朝

市
。
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
紹
介
さ
れ
る
機

会
も
多
く
、
平
成
の
初
め
ご
ろ
に
は
、
長

洲
、
玉
名
、
荒
尾
、
鳥
栖
な
ど
県
外
か
ら

も
大
勢
の
来
客
が
あ
っ
て
に
ぎ
わ
っ
た
と

言
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
れ
以
前
、
昭
和
中

期
の
「
海
苔
景
気
」
に
沸
い
た
こ
ろ
に

は
、
子
ど
も
た
ち
が
千
円
札
を
持
っ
て
買

い
物
を
す
る
光
景
が
よ
く
見
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
朝
市
の
光
景
は
、
毎
年
７
月
に
開

催
さ
れ
る
中
島
祇
園
の
盛
大
な
大
蛇
山
と

並
ぶ
、
中
島
の
民
俗
文
化
を
代
表
す
る
顔

で
す
。
地
域
の
歴
史
を
長
く
見
つ
め
て
き

た
店
主
た
ち
が
た
く
さ
ん
集
う
こ
の
場
所

に
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
足
を
運
ん
で
も
ら

い
た
い
と
願
い
ま
す
。

市
史
専
門
研
究
員
　
鈴
木
寛
之

●
柳
川
商
店
街
の
「
巨
大
さ
げ
も
ん
」
は
、

昨
年
６
月
か
ら
、
さ
げ
も
ん
の
作
り
手
た

ち
に
よ
っ
て
制
作
が
始
め
ら
れ
た
そ
う
だ
。

そ
の
出
来
栄
え
は
す
ば
ら
し
く
、
特
に
中

央
の
巨
大
ま
り
は
一
見
の
価
値
あ
り
。
大

人
が
両
腕
で
抱
え
る
大
き
さ
に
も
か
か
わ

ら
ず
一
本
一
本
リ
リ
ヤ
ン
糸
で
縫
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
技
、
繊
細
さ
に
驚
く
。〈
英
一
〉

■ 

問
い
合
わ
せ

　

 

市
生
涯
学
習
課
市
史
編
さ
ん
係
（
☎
72
・
１
２
７
５
）

●人口 70,249 人（前月比 -50）
　　男　33,273 人（-24）
　　女　36,976 人（-26）
　　　   出生　47 人、死亡   85 人

　　　   転入 105 人、転出 117 人

●世帯数　24,943 世帯（1）
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今号の内容

◆市民のひろば (18-19)　◆川柳 (19)　◆
図書館 ･ 水の郷ニュース、柳川百選まち歩き
(20-21)　◆情報わいど (22-27)　◆がんばっ
たね・ぬくもり (27-28)　◆柳川にこの人あ
り 小柳月さん (28)　◆もちふみデビュー (29)
◆保健ガイド (30-31)　◆新市史抄片 (32)

◆さげもんめぐり 20 年目の春
◆春の「水郷柳川ゆるり旅」
◆消防出初式、臨時・嘱託職員募集
◆チャレンジショップオープンほか

◆地域おこし協力隊隊員紹介ほか

ページ

2 ～ 5
6 ～ 13
14 ～ 15

16
17

中島朝市の出店

　柳川商店街のマルショク跡地に「巨大さげもん」が登場しました。柳
川雛

ひ な

祭りに合わせて新しい名所を作ろうと、柳川商店街振興組合が昨年
から取り組んでいるもの。昨年は巨大まりを、今年はまりだけでなく細
工物も加えた伝統的な「さげもん」を 2 さげ制作しました。その高さは
5 ｍ。この巨大さげもんは、雛祭り期間の 4 月 3 日まで展示されます。

柳川商店街に巨大さげもん
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子
ど
も
の
成
長
を
願
い

「
さ
げ
も
ん
」
を
飾
る

　
「
さ
げ
も
ん
」
は
柳
川
地
方
の
庶
民

の
文
化
と
し
て
、
江
戸
末
期
に
始
ま
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
来
、
女

の
子
の
初
節
句
の
お
祝
い
に
、
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
て
、
祖
母
や
親
戚
、

近
所
の
女
性
な
ど
か
ら
「
さ
げ
も
ん
」

が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
さ
げ
も
ん
」
は
、
赤
布
を
巻
い
た

約
40
㎝
の
竹
の
輪
に
、
着
物
の
端は

ぎ切
れ

な
ど
で
作
っ
た
、
縁
起
の
よ
い
鶴
や
亀
、

え
び
、
這は

い
人
形
な
ど
の
布
細
工
を
糸

で
つ
り
下
げ
ま
す
。
そ
の
数
は
７
個
７

列
の
49
個
に
、
中
央
の
鮮
や
か
な
色
の

ま
り
を
２
個
加
え
て
51
個
。
こ
れ
は
終

始
苦
労
（
四
十
九
）
し
な
い
よ
う
に
、

ま
た
人
生
50
年
と
言
わ
れ
て
い
た
時
代

に
、
１
年
で
も
長
生
き
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
切
な
る
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

20
年
目
の
春

柳
川
雛
祭
り

さ
げ
も
ん
め
ぐ
り

「
さ
げ
も
ん
」
を
イ
ベ
ン
ト
に

　
「
柳
川
雛
祭
り
・
さ
げ
も
ん
め
ぐ
り
」

は
平
成
７
年
３
月
に
、
市
観
光
協
会
が

中
心
と
な
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
、
水
不
足
で
観
光
客
が
減

少
し
て
い
た
柳
川
で
は
、
何
か
新
し
い

取
り
組
み
が
必
要
で
し
た
。
そ
こ
で
、

「
さ
げ
も
ん
」
を
取
り
入
れ
た
柳
川
独

自
の
「
雛
祭
り
・
さ
げ
も
ん
め
ぐ
り
」

を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。当
時
は
、

各
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
「
さ
げ
も
ん
」

を
集
め
よ
う
と
、
両
開
や
昭
代
、
蒲
池

の
婦
人
会
な
ど
に
協
力
し
て
も
ら
っ
た

そ
う
で
す
。

　

翌
年
か
ら
は
、
着
飾
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
「
お
ひ
な
様
水
上
パ
レ
ー
ド
」
が

始
ま
り
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
も
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
市
内
の

商
店
街
の
あ
ち
こ
ち
で
さ
げ
も
ん
が
飾

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
見
ど
こ
ろ
も
増

え
て
い
き
ま
し
た
。

　

柳
川
市
や
旧
吉
井
町
（
現
う
き
は

市
）、
大
分
県
日
田
市
で
始
め
ら
れ
た

雛
祭
り
は
、
九
州
各
地
で
開
か
れ
る
よ

う
に
な
り
、
九
州
全
体
で
観
光
客
を
呼

び
込
も
う
と
、
12
年
に
「
九
州
の
ひ
な

ま
つ
り
広
域
振
興
協
議
会
」
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

15
年
に
、
こ
れ
ま
で
観
光
協
会
が
実

施
し
て
い
た
「
雛
祭
り
・
さ
げ
も
ん
め

ぐ
り
」
は
、
婦
人
会
や
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
、商
工
会
議
所
、青
年
会
議
所
、

商
店
街
な
ど
も
加
わ
り
「
柳
川
雛
祭
り

実
行
委
員
会
」
を
創
設
。
市
を
あ
げ
た

祭
り
に
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、「
雛
祭
り
・
さ
げ
も
ん
め
ぐ
り
」

期
間
中
に
柳
川
を
訪
れ
た
観
光
客
は

15
万
６
千
人
。
今
で
は
柳
川
を
代
表
す

る
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

柳川雛祭り実行委員会会長
市観光協会会長

渡邉 力
つよし

 さん（本町・61 歳）

　私の娘が初節句のとき、親戚
から「さげもん」をいただきま
した。当時の「さげもん」は、
今のようなきらびやかさはあり
ませんでしたが、しっかり思い
がこもっていて、今も大切に
とっています。
　「さげもん」はもともと売り
物ではなかったし、赤ちゃんの
成長を願い、身内の人たちが心
を込めて作っていたものです。
20年の節目に、この「さげもん」
に込められた思いを、もっと
知ってもらいたいと思います。
　初節句を迎える家は、「さげ
もん」を飾り、「寄っていかん
かんも」「見ていかんかんも」
と親戚や近所の人に呼びかけ
る。見た人も、見てもらった人
も感動する「さげもん」。この
伝統の良さを、これからもしっ
かり伝えていきたいと思ってい
ます。

「
さ
げ
も
ん
」
の
良
さ
を

し
っ
か
り
伝
え
た
い

さげもんめぐり 20 年目の春

さげもん展示即売会

　
昔
は
素
朴
な
「
さ
げ
も
ん
」
が

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
お
雛

様
を
買
う
お
金
が
な
か
っ
た
か
ら
、

家
に
あ
る
古
布
や
紙
を
使
い
、
花

な
ど
を
作
っ
て
さ
げ
て
い
た
よ
う

で
す
。
戦
前
に
作
ら
れ
た
と
い
う

「
さ
げ
も
ん
」
を
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
ど
の
時
代
も
子
ど
も
を

思
う
気
持
ち
が
こ
も
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。

　「
さ
げ
も
ん
」
を
頼
ま
れ
て
作
る

と
き
は
、
そ
の
家
に
あ
る
布
を
一

つ
で
も
い
い
か
ら
、
入
れ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
家
に
あ
る
布
を

使
い
、
そ
の
人
の
思
い
を
伝
え
て

い
く
こ
と
が
、
さ
げ
も
ん
の
原
点

で
す
か
ら
ね
。

古賀民子さん（横山町・69歳）

家
に
あ
る
布
を
使
い

そ
の
人
の
思
い
を
伝
え
る

おひな様始祭

おひな様水上パレード

　

柳
川
の
春
を
彩
る
「
柳
川
雛ひ
な

祭
り
・

さ
げ
も
ん
め
ぐ
り
」。
平
成
７
年
に
始

ま
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
今
年
で
20
年

目
を
迎
え
ま
す
。
今
年
も
２
月
11
日
の

「
お
ひ
な
様
始
め
祭
」
か
ら
４
月
３
日

の
「
流
し
雛
祭
」
ま
で
約
50
日
間
に
わ

た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
特
に
今
年
は
20
周
年
を
記
念
し

た
企
画
も
準
備
中
で
す
。
今
回
は
、「
さ

げ
も
ん
」
の
魅
力
や
、
柳
川
雛
祭
り
の

歩
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
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新
し
い
見
ど
こ
ろ

「
さ
げ
も
ん
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ
」

　

雛
祭
り
実
行
委
員
会
の
中
に
設
け
ら

れ
た
20
周
年
記
念
事
業
特
別
部
会
の
高

橋
努つ
と
む武
部
会
長
（
垂
見
・
46
歳
）
は
、「
さ

げ
も
ん
を
無
料
で
じ
っ
く
り
見
て
も
ら

え
る
と
こ
ろ
を
つ
く
り
ま
す
」
と
話
し

ま
す
。
記
念
事
業
の
目
玉
は
、
３
月
６

日
か
ら
９
日
ま
で
本
城
町
に
あ
る
Ｊ
Ａ

柳
川
農
業
倉
庫
で
開
催
さ
れ
る
「
さ
げ

も
ん
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ
」。
40
以
上
の
さ

げ
も
ん
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、「
感
動
し
て

も
ら
う
よ
う
工
夫
し
な
が
ら
飾
り
付
け

を
し
ま
す
」
と
高
橋
さ
ん
。
会
場
内
の

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
伝
統
芸
能
な
ど
が
披

露
さ
れ
る
他
、
会
場
の
外
で
は
柳
川
の

物
産
販
売
も
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
期
間

中
は
、
旅
行
会
社
が
募
集
し
た
全
国
の

約
５
０
０
０
人
の
観
光
客
が
、
会
場
を

訪
れ
る
予
定
で
す
。ま
た
同
部
会
で
は
、

市
内
の
民
家
で
も
さ
げ
も
ん
を
展
示
す

る
な
ど
、
今
ま
で
に
な
い
新
し
い
見
ど

こ
ろ
を
増
や
す
考
え
で
す
。

さ
げ
も
ん
の
文
化
を
継
承

　
「
さ
げ
も
ん
」
作
り
は
現
在
、
公
民

館
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
市
内
で
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
者
に
話
を
聞

く
と
、「
人
に
贈
る
の
が
楽
し
い
」「
仲

間
づ
く
り
が
で
き
て
い
い
」、「
手
先
を

使
う
の
で
老
化
防
止
に
な
り
ま
す
よ
」

な
ど
、
参
加
者
の
顔
は
生
き
生
き
と
輝

い
て
い
ま
す
。ま
た「
さ
げ
も
ん
」や「
柳

川
ま
り
」
作
り
は
、
柳
河
小
学
校
を
は

じ
め
、
柳
城
中
学
校
や
柳
南
中
学
校
で

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
地
域

で
受
け
継
が
れ
る
「
さ
げ
も
ん
」。
こ

れ
か
ら
も
柳
川
の
大
切
な
伝
統
文
化

を
、
地
域
で
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

●日時　2 月 16 日（日）、
午前 10 時～
● 会 場　 あ め ん ぼ セ ン
ター 2 階 AV ホール
※入場整理券は、市役所
柳川庁舎 2 階観光課と図
書館本館で配布します。
　問い合わせは、市観光
課（☎ 77・8563）へ。

水
落
ち
の
期
間
中
は
火
の
用
心

　

水
郷
柳
川
の
風
物
詩
「
水
落

ち
」
が
２
月
13
日
か
ら
22
日
ま
で

の
10
日
間
行
わ
れ
ま
す
。
期
間
中

は
市
街
地
の
掘
割
の
水
が
少
な
く

な
り
、防
火
用
水
が
不
足
し
ま
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
用
心
し
て
く

だ
さ
い
。

掘
割
を
み
ん
な
で
き
れ
い
に

　

市
と
道
守
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

城
堀
の
水
落
ち
の
期
間
を
利
用

し
、
地
域
の
人
や
各
種
団
体
も
参

加
し
て
、
城
堀
と
道
路
の
一
斉
清

掃
を
行
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

■
日
時　

２
月
16
日
（
日
）、
午
前

８
時
か
ら
約
２
時
間
（
小
雨
決
行
）

■
集
合
場
所　

▽
あ
め
ん
ぼ
セ
ン

タ
ー
前
▽
沖
端
二
丁
井い

び樋
（
有
明

の
幸
モ
ザ
イ
ク
画
）
前

■
持
っ
て
く
る
物　

長
靴
、
作
業

用
手
袋
、
タ
オ
ル
、
鎌
な
ど

　

問
い
合
わ
せ
は
、
市
水
路
課
水

路
管
理
係（
☎
77
・
８
７
４
２
）へ
。

おひな様始祭
　柳川雛祭りさげもんめぐりの
始まりを告げるイベント。お雛
様の山車が市内を練り歩きます。
◆ と き　2 月 11 日（ 火・ 祝 ）、
午前 10 時～◆ところ　日吉神社

（坂本町）ほか
ときめきひな灯りと巨大さげもん
　柳川商店街通りを、ほのかな
さげもんの明かりが彩ります。
◆とき　2 月 11 日（火・祝）～
4 月 3 日（木）
雛巡り舟運行
　辻門から沖端まで、普段川下
りでは通らないコースを行く、
この時期限定の定期便です。
◆とき　3 月 1 日（土）、2 日（日）、
8 日（土）、9 日（日）、15 日（土）
◆ところ　辻門付近
恵美須ひな小路
　昭和の町並みが残る裏路地で
ひな飾りを楽しめます。
◆とき　3 月 1 日（土）～ 16 日

（日）◆ところ　恵美須町西方寺
周辺
沖端ランタン
　お内裏様とお雛様などの大型

ランタンが彩りを添えます。
◆とき　3 月 1 日（土）～ 4 月
3 日（木）
還り雛祭り 
　還暦を迎える大人の雛祭り。
無病息災を願う儀式などの他に、
甘酒や桜茶での接待、オリジナ
ルおはじきなどもプレゼント。
参加料 5000 円（要事前予約）。
◆とき　3 月 2 日（日）、午前 9
時 30 分～午後 3 時◆ところ　
日吉神社（坂本町）
さげもんミニフェスタ 
　40 以上のさげもんを展示する
他、柳川の物産販売など。
◆とき　3 月 6 日（木）～ 9日（日）
※ 3 月の 23 日（日）まで「さ
げもん」は展示します。◆とこ
ろ　JA 柳川農業倉庫（本城町）
柳川きもの日和
　柳川のまちが着物を着た人で
にぎわいます。ぜんざいのふる
まいや、当日着物で来た人には
ネイルアートなどの特典あり。
◆ と き　3 月 9 日（ 日 ）、 午 前
10 時～午後 3 時◆ところ　市観
光案内所、沖端舟溜り

おひな様水上パレード
　お内裏様とおひな様、稚児た
ちがドンコ舟で進みます。
◆とき　3 月 16 日（日）、午前
11 時に市観光案内所前出発、午
後0時20分ごろ三柱神社到着（雨
天時 21 日）※着物姿でパレード
に参加する 7 歳以下の女の子と母
親を募集します（先着 50 組）。
おひな様里親さがし
　飾らなくなったひな人形を新
たな里親に渡します。
◆とき　3 月 23 日（日）、午後
1 時～◆ところ　日吉神社（ひな
人形の受け付けも）◆人形受付
期間　3 月 1 日～ 22 日
流し雛祭
　子どもたちが作ったひな人形
を舟に飾り水上パレードします。
◆ と き　4 月 3 日（ 木 ）、 午 前
10 時～◆ところ　柳川古文書館
前川下りコース～日吉神社
おひな様フォトコンテスト
◆受付期間　4 月 4 日（金）～
20 日（日）

【 問 】 市 観 光 案 内 所（ ☎ 74・
0891）

柳川雛祭り さげもんめぐり 催しもの
2月11日（火・祝）～4月3日（木）

城
堀
の
水
落
ち
は
２
月
13
日
～
２
月
22
日

２
月
16
日
に
は
「
堀
と
道
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
」

▲柳河小学校 4 年生が完成させた「さ
げもん」。雛祭り期間中は恵美須町の
西方寺に飾られる他、これまで卒業生
が作った 30 余りのさげもんも、今回
初めて三柱神社の省耕園に飾られます

沖端に「おもてなしお茶処」
　

雛
祭
り
期
間
中
、
観
光
客
で
賑
わ
う

沖
端
地
区
に
、「
沖
端
お
も
て
な
し
お

茶
処
」
が
で
き
ま
す
。

　

沖
端
地
区
の
女
性
た
ち
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
沖
端
女
性
の
会
」
が
実

施
す
る
も
の
。
沖
端
を
訪
れ
る
観
光
客

を
も
て
な
そ
う
と
、
会
員
で
稲
荷
町
の

北
野
リ
エ
子
さ
ん
宅
駐
車
場
に
テ
ン
ト

を
張
り
、
観
光
客
な
ど
に
お
茶
や
自
家

製
の
漬
物
な
ど
を
出
し
て
、
お
も
て
な

し
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
北
野
さ
ん
宅
内
に
創
作
の
ひ

な
壇
や
さ
げ
も
ん
、
手
芸
品
な
ど
を

飾
っ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
つ
く
り
、
外
か

ら
見
学
で
き
る
よ
う
に
す
る
他
、
会
員

が
作
っ
た
ド
ン
コ
舟
の
折
り
紙
細
工
も

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
代
表
の
森
田
精
子
さ
ん

（
稲
荷
町
・
72
歳
）
は
「
柳
川
に
来
て
よ

か
っ
た
と
、
良
い
思
い
出
を
つ
く
っ
て

も
ら
い
た
い
」と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

お
も
て
な
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

柳
川
の
お
も
て
な
し
文
化

を
後
世
に
伝
え
よ
う

さげもんめぐり 20 年目の春

▲代表の森田精子さん（前列左から 2 人目）
ら折り紙細工の制作を行う「沖端女性の会」

▲歴代の雛祭り実行委員会会長ら
がパネリストとして参加した

無料
上映会

　

柳
川
雛
祭
り
実
行
委
員
会
は
１
月

19
日
、
水
の
郷
ホ
ー
ル
で
、
柳
川
雛

祭
り
・
さ
げ
も
ん
め
ぐ
り
が
20
周
年

を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
「
お
も

て
な
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
き
、

講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
「
さ
げ
も

ん
」
や
お
も
て
な
し
文
化
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
歴
代
の
雛
祭
り
実
行
委
員
会
会

長
が
取
り
組
み
を
紹
介
。
ま
た
柳
川

で
で
き
る
「
お
も
て
な
し
」
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
務
め
た
九
州
大
学
の
坂
元

一
光
教
授
は
初
節
句
を
公
開
す
る
家

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
に
、「
雛

飾
り
を
見
て
ほ
し
い
と
い
う
人
や
場

所
を
発
掘
し
、
横
に
つ
な
い
で
い
く

こ
と
が
大
切
」
と
話
し
ま
し
た
。

沖端ランタン 北島邸（稲荷町）での雛飾りおひな様里親さがし

●
あめんぼ
センター

あめんぼ
センター周辺

あめんぼ
センター

●
伝習館高校

　　　●
古文書館

　●市役所

柳川商店街

沖端二丁井樋沖端二丁井樋

　●御花

●

沖端水天宮
周辺

　●
白秋生家

●
あめんぼ
センター

あめんぼ
センター周辺

あめんぼ
センター

●
伝習館高校

　　　●
古文書館

　●市役所

柳川商店街

沖端二丁井樋沖端二丁井樋

　●御花

●

沖端水天宮
周辺

　●
白秋生家

掘割清掃マップ

■■…清掃する場所　●…集合場所

堀と道クリーンアップ大作戦



水郷柳川
ゆるり旅 開催期間

2月12日～3月30日

初
心
者
の
た
め
の

さ
げ
も
ん
づ
く
り
教
室

　

２
月
11
日
か
ら
４
月
３
日
ま
で
、
さ
げ
も

ん
に
彩
ら
れ
る
柳
川
。
小
さ
な
柳
川
ま
り
と

さ
げ
も
ん
飾
り
を
、
一
つ
ず
つ
作
り
ま
す
。

作
り
た
い
け
ど
も
、
と
っ
か
か
り
が
つ
か
め

な
い
人
の
た
め
の
「
さ
げ
も
ん
教
室
」
で
す
。

◆
日
時
＝
３
月
５
日
（
水
）、
７
日
（
金
）・

８
日
（
土
）、
午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

◆
会
場
＝
古
賀
神
棚
店
（
横
山
町
）
◆
料
金

＝
２
１
０
０
円
◆
定
員
＝
各
５
名
◆
予
約
先

＝
実
施
日
の
５
日
前
ま
で
に
、
古
賀
神
棚
店

（
☎
72
・
４
４
６
１
）
ま
で
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
、「
日

本
の
道
百
選
」
の
「
水
辺
の
散
歩
道
」
を
歩

き
ま
す
。「
お
ひ
な
様
水
上
パ
レ
ー
ド
」
で

に
ぎ
わ
う
柳
川
を
巡
る
特
別
プ
ラ
ン
で
す
。

◆
日
時
＝
３
月
16
日
（
日
）、
午
前
10
時
～

午
後
０
時
30
分
（
雨
天
時
は
３
月
21
日
に
変

更
）
◆
集
合
場
所
＝
三
柱
神
社
欄ら

ん
か
ん
ば
し

干
橋
（
高

畑
）
◆
料
金
＝
１
０
０
０
円
◆
定
員
＝
20
人

◆
予
約
先　

実
施
日
の
７
日
前
ま
で
に
、
市

観
光
案
内
所
（
☎
74
・
０
８
９
１
）
ま
で
。

お
ひ
な
様

水
上
パ
レ
ー
ド
に

乗
船
体
験

　
「
柳
川
雛
祭
り 

さ
げ
も
ん
め
ぐ
り
」
の
中

で
も
一
番
の
賑
わ
い
を
見
せ
る
の
が
「
お
ひ

な
様
水
上
パ
レ
ー
ド
」。
こ
の
パ
レ
ー
ド
に

着
物
姿
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
◆
日
時

＝
３
月
16
日
（
日
）、
午
前
10
時
30
分
～
午

後
０
時
20
分
（
雨
天
時
は
３
月
21
日
に
変

更
）
◆
集
合
場
所
＝
市
観
光
案
内
所
（
沖
端

町
）
◆
料
金
＝
２
０
０
０
円
◆
定
員
＝
36

人
（
女
性
限
定
）
◆
予
約
先
＝
実
施
日
の

７
日
前
ま
で
に
、
市
観
光
案
内
所
（
☎
74
・

０
８
９
１
）
ま
で
。
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、

着
物
レ
ン
タ
ル（
着
付
込
み
で
３
１
５
０
円
）

も
あ
り
ま
す
。

「
水
の
精
」
と

ご
一
緒
に

春
の
柳
川
散
歩

　

柳
川
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
「
水
の

精
」
と
一
緒
に
巡
る
春

の
柳
川
。
水
の
精
が
お

す
す
め
す
る
、
市
内
の

隠
れ
た
ス
ポ
ッ
ト
や
名

所
を
案
内
し
ま
す
。
◆
日
時
＝
３
月
29
日

（
土
）、
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時
◆
集
合

場
所
＝
お
い
で
メ
ッ
セ
柳
川
（
京
町
）
◆
料

金
＝
２
０
０
０
円
（
昼
食
込
み
）
◆
定
員
＝

20
人
◆
予
約
先
＝
実
施
日
の
３
日
前
ま
で

に
、市
観
光
案
内
所
（
☎
74
・
０
８
９
１
）
へ
。

　

戸べ
っ
き次

道ど
う
せ
つ雪

公
の
ひ
と
り
子
、誾ぎ

ん
ち
よ

千
代
姫（
立

花
宗
茂
公
の
正
室
）。
城
督
と
な
っ
た
と
は

い
え
、
生
涯
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
誾

千
代
姫
の
足
跡
を
、
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
た
ど

り
、
そ
の
最
期
ま
で
を
明
ら
か
に
す
る
歴
史

め
ぐ
り
。
◆
日
時
＝
３
月
２
日
（
日
）、
午

前
10
時
～
午
後
１
時
◆
集
合
場
所
＝
三
柱
神

社
社
務
所
前
（
高
畑
）
◆
料
金
＝
１
０
０
０

円
（
記
念
品
付
き
）
◆
定
員
＝
10
人
◆
予
約

先
＝
実
施
日
の
３
日
前
ま
で
に
、
市
観
光
案

内
所
（
☎
74
・
０
８
９
１
）
ま
で
。
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春
爛ら

ん

ま

ん漫
の
柳
川
へ

　

柳
川
な
ら
で
は
の
地
域
資
源
を
生
か
し

て
、
新
し
い
魅
力
を
発
見
す
る
「
水
郷
柳
川

ゆ
る
り
旅
」が
２
月
12
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

３
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、
雛
祭
り
で
に
ぎ

わ
う
春
の
柳
川
を
楽
し
む
30
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
で
き
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
し
い
内

容
は
、
市
役
所
や
市
観
光
協
会
な
ど
に
あ
る

公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
参

加
希
望
の
人
は
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
申
し
込

み
先
へ
の
電
話
か
「
ゆ
る
り
旅
」
公
式
サ
イ

ト
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
市
観
光
課
（
☎
77
・

８
５
６
４
）
か
市
観
光
案
内
所
（
☎
74
・

０
８
９
１
）
ま
で
。

柳
川
を
楽
し
む

30
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
き
ま
し
た

1

2

3

45-1

1 2 3

4 5 6

7 8 9

 1 さ げ も ん づ く り 教 室

（No.1)、2 ど ん こ カ フ ェ

（No.6)、3 生花まりづくり

（No.7)、4 流鏑馬特別観覧

（No.10)、5 デコかまぼこ

づくり（No.12)、6 さくら

餅と生菓子づくり（No.16)、        

　海苔づくり体験（No.20)、   

8 フェイシャルエステ体験

（No.27)、9 ボートレース

訓練校見学（No.30)

（No.) はプログラム番号

水
上
パ
レ
ー
ド
見
な
が
ら

水
辺
の
散
歩
道

さ
げ
も
ん
め
ぐ
り

城
督 

誾
千
代
姫

そ
の
謎
に
つ
つ
ま
れ
た

生
涯
の
巻

おひな様水上パレード

7

8

水
郷
柳
川

ゆ
る
り
旅

公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

2014.2.12 - 3.30

さ
げ
も
ん
の
彩
り
、
柳
の
新
芽
。

今
日
は
柳
川
、
ゆ
つ
ら
〜
っ
と
さ
る
い
て

ゆ
る
り
旅
へ
と
ま
い
り
ま
し
ょ
う
か
。

▲「ゆるり旅」公式ガイドブック
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柳
河
城
炎
上

消
え
た

御
天
守
御
本
尊
の
巻

　

明
治
４
年
の
廃
藩
置

県
に
よ
り
旧
柳
河
藩

は
柳
河
県
と
な
り
立
花

藩
政
は
終
わ
り
を
迎
え

ま
す
。
翌
年
、
柳
河
城

は
突
然
炎
に
包
ま
れ
ま

す
。
そ
の
消
え
た
柳
河
城
の
ゆ
か
り
の
地
を

ガ
イ
ド
と
巡
り
ま
す
。
◆
日
時
＝
３
月
９
日

（
日
）、
午
前
10
時
～
午
後
１
時
◆
集
合
場
所

＝
三
柱
神
社
社
務
所
前
（
高
畑
）
◆
料
金
＝

１
０
０
０
円
（
記
念
品
付
き
）
◆
定
員
＝
10

人
◆
予
約
先
＝
実
施
日
の
３
日
前
ま
で
に
、

市
観
光
案
内
所
（
☎
74
・
０
８
９
１
）
ま
で
。

本
日
の
ラ
ン
チ
は

ど
ん
こ
カ
フ
ェ
！

　

柳
川
の
ス
イ
ー
ツ
と
と
も
に
川
下
り
を
楽

し
む
「
ど
ん
こ
カ
フ
ェ
」。
３
月
４
日
は
「
ト

リ
ド
リ
」
の
、
３
月
18
日
は
「
紅
茶
の
店
リ

バ
ー
フ
ロ
ー
」
の
ラ
ン
チ
を
用
意
し
ま
す
。

贅ぜ
い
た
く沢
な
柳
川
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
◆

日
時
＝
３
月
４
日
（
火
）、
18
日
（
火
）、
午

前
11
時
～
午
後
１
時
◆
集
合
場
所
＝
柳
川
物

語
研
究
所
（
稲
荷
町
）
◆
料
金
＝
３
２
０
０

円
（
川
下
り
、
食
事
料
金
込
み
）
◆
定
員
＝

各
20
人
◆
予
約
先
＝
実
施
日
の
２
日
前
ま
で

に
、市
観
光
案
内
所
（
☎
74
・
０
８
９
１
）
へ
。

生
花
ま
り
づ
く
り
と

紅
茶
と
ケ
ー
キ

　
「
柳
川
ま
り
」
を
生
花
で
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
講
師
は
、
柳
川
で
20
年
近
く
花
屋
を

営
む
「
花
ご
よ
み
」。
ま
り
づ
く
り
の
後
は
、

掘
割
沿
い
の
喫
茶
店
で
紅
茶
と
ケ
ー
キ
を
い

た
だ
き
ま
す
。
◆
日
時
＝
２
月
12
日
（
水
）、

13
日
（
木
）、
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

◆
会
場
＝
紅
茶
の
店 

リ
バ
ー
フ
ロ
ー
（
稲

荷
町
）◆
料
金
＝
２
３
０
０
円（
紅
茶
と
ケ
ー

キ
３
種
盛
り
付
き
）
◆
定
員
＝
各
10
人
◆
予

約
先
＝
実
施
日
の
５
日
前
ま
で
に
、
市
観
光

案
内
所
（
☎
74
・
０
８
９
１
）
ま
で
。

囲
炉
裏
囲
ん
で

ち
っ
ご
ん
（
筑
後
の
）

昔
話

　

囲い

ろ

り

炉
裏
を
囲
ん
で
、

筑
後
地
方
の
昔
話
を
柳

川
弁
で
聞
き
ま
せ
ん
か
。

お
話
し
す
る
の
は
、
古

賀
神
棚
店
の
古
賀
國
昭

さ
ん
。
だ
ご
汁
も
用
意

し
ま
す
。
◆
日
時
＝
３
月
16
日
（
日
）、
23

日
（
日
）、
30
日
（
日
）、
午
後
２
時
～
午
後

３
時
30
分
◆
会
場
＝
古
賀
神
棚
店（
横
山
町
）

◆
料
金
＝
５
０
０
円
（
だ
ご
汁
込
み
）
◆
定

員
＝
各
10
人
（
小
学
生
以
上
）
◆
予
約
先
＝

実
施
日
の
５
日
前
ま
で
に
、古
賀
神
棚
店（
☎

72
・
４
４
６
１
）
ま
で
。

親
子
で
ど
う
ぞ

春
う
ら
ら

お
は
な
し
コ
ン
サ
ー
ト

　

詩
と
絵
本
の
カ
フ
ェ

で
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
や
手
遊
び
、
童
謡
な

ど
を
ピ
ア
ノ
演
奏
と
と

も
に
楽
し
む
お
は
な
し

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
◆

日
時
＝
３
月
25
日
（
火
）、
午
後
２
時
～
午

後
３
時
◆
会
場
＝
江
戸
小
路 

す
ず
め
の
時

間
（
鬼
童
町
）
◆
料
金
＝
大
人
１
０
０
０
円
、

小
中
学
生
５
０
０
円
（
飲
み
物
１
杯
込
み
）、

未
就
学
児
は
無
料
◆
定
員
＝
20
人
◆
予
約
先

＝
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
、
す
ず
め
の
時
間

（
☎
88
・
９
２
１
１
）
ま
で
。

流
鏑
馬
10
周
年
記
念

特
別
観
覧
＆
古
武
道
見
学

　

三
柱
神
社
の
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
が
10
周
年
と
な
る
今

回
は
、
特
別
に
古
武
道
の
奉
納
が
行
わ
れ
ま

す
。
桜
の
中
を
さ
っ
そ
う
と
駆
け
抜
け
る
馬

の
迫
力
と
弓
を
放
つ
瞬
間
を
「
特
別
観
覧

席
」
に
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
◆
日
時
＝
３
月

30
日
（
日
）、
午
後
０
時
30
分
～
午
後
３
時

30
分
◆
集
合
場
所
＝
三
橋
神
社
欄ら

ん
か
ん
ば
し

干
橋
（
高

畑
）
◆
料
金
＝
１
５
０
０
円
（
記
念
品
付

き
）
◆
定
員
＝
30
人
◆
予
約
先
＝
実
施
日
の

５
日
前
ま
で
に
、
市
観
光
案
内
所
（
☎
74
・

０
８
９
１
）
ま
で
。

鶴
味
噌
で

味
噌
づ
く
り
と
工
場
見
学

　

明
治
３
年
創
業
の
鶴
味み

そ噌
醸
造
は
、
掘
割

沿
い
に
た
た
ず
む
レ
ン
ガ
造
り
の
味
噌
蔵

「
並
倉
」
で
知
ら
れ
る
老
舗
で
す
。
そ
ん
な

老
舗
で
味
噌
づ
く
り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

作
っ
た
味
噌
は
自
宅
に
持
ち
帰
っ
た
後
、
３

か
月
後
に
「
マ
イ
味
噌
」
が
完
成
し
ま
す
。

自
分
で
作
っ
た
味
噌
の
味
は
格
別
。
並
倉
の

中
の
見
学
も
で
き
ま
す
。
◆
日
時
＝
３
月

29
日
（
土
）、
午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

◆
集
合
場
所
＝
鶴
味
噌
醸
造(

株)

（
江
曲
）

◆
料
金
＝
１
５
０
０
円
（
作
っ
た
味
噌
２
kg

込
み
）
◆
定
員
＝
20
人
◆
予
約
先
＝
実
施
日

の
７
日
前
ま
で
に
、鶴
味
噌
醸
造(

株)

（
☎

73
・
２
１
６
６
）
ま
で
。

関
屋
蒲
鉾
で

か
ま
ぼ
こ
＆

デ
コ
か
ま
づ
く
り

　

明
治
15
年
創
業
の
関
屋
蒲か

ま
ぼ
こ鉾
。
伝
統
の
味

を
守
り
伝
え
る
老
舗
蒲
鉾
店
で
、「
か
ま
ぼ

こ
」
と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
か
ま
ぼ
こ
「
デ
コ
か
ま
」
を
作

り
ま
す
。
蒸
し
時
間
の
間
は
、
さ
げ
も
ん
め

ぐ
り
で
に
ぎ
わ
う
柳
川
散
策
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
◆
日
時
＝
３
月
１
日
（
土
）、
午

前
10
時
～
午
後
０
時
30
分
◆
会
場
＝
柳
川
か

ま
ぼ
こ
処 

せ
き
や
（
筑
紫
町
）
◆
料
金
＝

１
５
０
０
円
（
作
っ
た
か
ま
ぼ
こ
２
本
込

み
）
◆
定
員
＝
45
人
◆
予
約
先
＝
実
施
日

の
７
日
前
ま
で
に
、
関
屋
蒲
鉾(

株)

（
☎

０
１
２
０
・
７
２
５
・
１
３
２
）
ま
で
。

森
山
醤
油
で

醤
油
講
座
と

醤
油
づ
く
り
体
験

　

明
治
33
年
創
業
の
森

山
醸
造
食
品
で
醤
油
づ

く
り
を
体
験
。
熟
成
も

ろ
み
を
使
っ
た
醤
油
搾

り
も
あ
り
ま
す
。
４
代

目
と
工
場
長
か
ら
、
醤

油
の
基
礎
知
識
を
伝
授
。
◆
日
時
＝
３
月
23

日
（
日
）、
午
後
１
時
30
時
～
午
後
３
時
◆

会
場
＝
森
山
醤
油
醸
造
元
工
場
（
稲
荷
町
）

◆
料
金
＝
２
９
４
０
円（
作
っ
た
醤
油
、搾
っ

た
醤
油
込
み
）
◆
定
員
＝
10
人
◆
予
約
先
＝

実
施
日
の
７
日
前
ま
で
に
、
森
山
醤
油
醸
造

元
工
場
（
☎
72
・
２
７
１
６
）
ま
で
。

無
添
加
・
無
着
色
の

お
い
し
い
ハ
ム
づ
く
り
体
験

　

柳
川
在
住
の
フ
ー
ド

ク
リ
エ
イ
タ
ー
池
松
ヒ

デ
ア
キ
さ
ん
は
「
の
り

ネ
ー゙

酢ず

」
の
開
発
者
。

池
松
さ
ん
に
肉
の
こ
と

を
学
び
な
が
ら
、
柳
川

美
豚
を
使
っ
た
ハ
ム
づ
く
り
を
体
験
。
◆
日

時
＝
３
月
19
日
（
水
）、
23
日
（
日
）、
午
後

２
時
～
午
後
４
時
◆
会
場
＝
水
の
郷
調
理
実

習
室
◆
料
金
＝
２
０
０
０
円
（
作
っ
た
ハ
ム

１
kg
込
）
◆
定
員
＝
各
20
人
◆
予
約
先
＝
実

施
日
の
５
日
前
ま
で
に
、市
観
光
案
内
所（
☎

74
・
０
８
９
１
）
ま
で
。

柳
川
商
店
街
を

つ
ま
み
食
い
＆

さ
げ
も
ん
め
ぐ
り

　

柳
川
商
店
街
で
さ
げ

も
ん
め
ぐ
り
を
し
な
が

ら
つ
ま
み
食
い
。
今
川

焼
き
に
揚
げ
物
、
う
な

ぎ
な
ど
あ
り
ま
す
。
◆

日
時
＝
３
月
８
日
（
土
）、

９
日
（
日
）、
午
後
２
時
～
３
時
30
分
◆
集

合
場
所
＝
お
い
で
メ
ッ
セ
柳
川
（
京
町
）
◆

料
金
＝
８
０
０
円
◆
定
員
＝
各
５
人
◆
予
約

先
＝
実
施
日
の
７
日
前
ま
で
に
、
柳
川
商
店

街
振
興
組
合
（
☎
72
・
９
５
２
６
）
ま
で
。

9 広報やながわ 2014.2.1 8広報やながわ 2014.2.1

老
舗
に
商
店
街
の

味
と
手
ほ
ど
き

▲「ゆるり旅」の公式サイト。このサイト
からプログラムの申し込みができます

アドレス  http://yanagawa-yururitabi.net
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坂
田
屋
菓
子
店
直
伝

さ
く
ら
餅
と
生
菓
子
づ
く
り

　

創
業
１
０
０
年
の
老
舗「
坂
田
屋
菓
子
店
」

の
３
代
目
、
坂
田
明
さ
ん
が
、
自
宅
で
も
で

き
る
さ
く
ら
餅も
ち

と
生
菓
子
の
作
り
方
を
教
え

ま
す
。
◆
日
時
＝
２
月
26
日
（
水
）、
午
後

１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分
◆
会
場
＝
坂
田

屋
本
店
（
上
町
）
◆
料
金
＝
１
０
０
０
円
（
当

日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
全
額
）
◆
定
員
＝
８

人
◆
予
約
先
＝
実
施
日
の
５
日
前
ま
で
に
、

坂
田
屋
菓
子
店
（
☎
72
・
２
３
７
７
）
ま
で
。

ち
く
ち
く
カ
ン
タ
ン

手
ぬ
ぐ
い
で
あ
ず
ま
袋
作
り
と

ふ
ろ
し
き
活
用
講
座

　

珈
琲
雑
貨
店
「
ム
ト
ー

商
店
」
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

柳
川
手
ぬ
ぐ
い
を
使
っ

て
、
小
物
入
れ
に
便
利

な
あ
ず
ま
袋
を
作
り
ま

す
。
ふ
ろ
し
き
の
使
い

方
も
教
え
て
も
ら
っ
た

後
は
ゆ
っ
く
り
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
。
◆
日
時
＝

３
月
24
日
（
月
）、
午
後
２
時
～
午
後
３
時

30
分
◆
会
場
＝
紅
茶
の
店 

リ
バ
ー
フ
ロ
ー

（
稲
荷
町
）
◆
料
金
＝
２
２
０
０
円
（
手
ぬ

ぐ
い
、
ケ
ー
キ
３
種
盛
、
紅
茶
込
み
）
◆
定

員
＝
10
人
◆
予
約
先
＝
実
施
日
の
２
日
前

ま
で
に
、
紅
茶
の
店 

リ
バ
ー
フ
ロ
ー
（
☎

74
・
０
２
１
１
）
ま
で
。

　
「K

ケ
ー
ズ

's B
バ

ー

ar

」
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
に
よ
る
柳

川
の
旬
の
果
物
と
地
酒

を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
講

座
。
◆
日
時
＝
３
月
14

日
（
金
）、
28
日
（
金
）、

午
後
６
時
45
分
～
午
後

９
時
◆
集
合
場
所
＝
西

鉄
柳
川
駅
西
鉄
旅
行
前
（
下
百
町
）
◆
料
金

＝
男
性
３
０
０
０
円
、女
性
２
５
０
０
円（
飲

み
放
題
）
◆
定
員
＝
各
13
人
◆
予
約
先
＝
実

施
日
の
前
日
前
ま
で
に
、市
観
光
案
内
所（
☎

74
・
０
８
９
１
）
ま
で
。

柳
川
の
旬
の
野
菜
で

ワ
イ
ン
を
楽
し
む
昼
下
が
り

　　

Ｊ
Ａ
柳
川
の
農
産
物
直
売
所
「
ふ
れ
愛

の
里
」
で
素
材
を
い
か

し
た
野
菜
の
食
べ
方
を

紹
介
。
旬
の
野
菜
に
合

う
ワ
イ
ン
も
味
わ
い
ま

す
。
◆
日
時
＝
３
月
１

日
（
土
）、
午
前
11
時
～

午
後
１
時
◆
会
場
＝
Ｊ
Ａ
柳
川
農
産
物
直

売
所
「
ふ
れ
愛
の
里
」（
金
納
）
◆
料
金
＝

２
５
０
０
円
（
野
菜
料
理
と
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス

３
杯
付
き
）
◆
定
員
＝
12
人
◆
予
約
先
＝
実

施
日
の
５
日
前
ま
で
に
、市
観
光
案
内
所（
☎

74
・
０
８
９
１
）
ま
で
。

海
苔
の
り
♡

キ
ャ
ラ
弁
教
室

　

柳
川
市
は
日
本
有
数
の
海の

り苔
の
産
地
。
海

苔
が
で
き
る
過
程
の
体
験
や
海
苔
の
フ
ル

コ
ー
ス
を
食
し
て
も
ら
い
ま
す
。
海
苔
を

使
っ
た
キ
ャ
ラ
弁
教
室
も
行
い
ま
す
。
◆
日

時
＝
３
月
22
日
（
土
）、
午
前
10
時
～
午
後

１
時
◆
会
場
＝
水
の
郷
調
理
実
習
室
◆
料
金

＝
大
人
１
０
０
０
円
、子
ど
も
５
０
０
円（
小

学
生
以
下
、子
ど
も
だ
け
で
の
参
加
は
不
可
）

◆
定
員
＝
24
人
◆
予
約
先
＝
実
施
日
の
５
日

前
ま
で
に
、
福
岡
有
明
海
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
共
販
セ
ン
タ
ー
（
☎
76
・
４
１
０
１
）

ま
で
。

魚
市
場
セ
リ
見
学
＆

旬
な
魚
で
朝
ご
は
ん

　

県
内
で
３
番
目
に
大

き
な
福
岡
県
魚
市
場

（
株
）
筑
後
中
部
魚
市
場

で
活
気
あ
る
「
セ
リ
」

を
見
学
。
マ
イ
ナ
ス
50

度
の
超
低
温
冷
凍
庫
体

感
の
後
は
、
市
場
内
の
食
堂
で
新
鮮
な
魚
を

使
っ
た
朝
食
を
い
た
だ
き
ま
す
。
◆
日
時
＝

３
月
８
日
（
土
）、
午
前
４
時
40
分
～
７
時

◆
集
合
場
所
＝
（
株
）
マ
ミ
ー
ズ
本
社
東
側

駐
車
場
（
筑
紫
町
）
◆
料
金
＝
１
０
０
０
円

（
朝
食
込
み
）
◆
定
員
＝
15
人
◆
予
約
先
＝

実
施
日
の
７
日
前
ま
で
に
、
市
観
光
案
内
所

（
☎
74
・
０
８
９
１
）
ま
で
。

　
「
よ
か
ば
ん
も
～
お
い

で
ん
会
」
が
開
催
す
る

ト
マ
ト
の
収
穫
と
パ
ス

タ
ラ
ン
チ
。
こ
だ
わ
り

の
砂
地
栽
培
で
作
っ
た

ト
マ
ト
の
収
穫
や
種
ま

き
、
ト
マ
ト
丸
か
じ
り
、
採
れ
た
て
で
作
っ

た
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
◆
日
時

＝
３
月
16
日
（
日
）、
午
前
10
時
～
午
後
０

時
30
分
◆
集
合
場
所
＝
高
橋
商
店
駐
車
場
前

（
垂
見
）
◆
料
金
＝
中
学
生
以
上
１
８
０
０

円
、
小
学
生
１
０
０
０
円
◆
定
員
＝
30
人
◆

予
約
先
…
実
施
日
の
７
日
前
ま
で
に
、
田
中

さ
ん
（
☎
０
９
０
・
４
５
１
０
・
７
３
５
５ 

ＦＡＸ
72
・
５
５
１
３
）
ま
で
。

　

こ
だ
わ
り
の
野
菜
料
理
で
知
ら
れ
る

「c

カ
フ
ェ

afe 
& ア

ン
ド h

ハ

ン

ド

メ

イ

ド

an
d
m

ad
e W

ワ

ム

A
M

」。
オ
ー

ナ
ー
の
西
田
さ
ん
に
、

柳
川
大
豆
フ
ク
ユ
タ
カ

や
あ
ま
お
う
を
使
っ

て
、
素
材
そ
の
も
の
の

力
や
甘
み
を
い
か
し
た

ス
イ
ー
ツ
を
教
え
て
も

ら
い
ま
す
。
◆
日
時
＝
２
月
23
日
（
日
）、

３
月
23
日
（
日
）、
午
前
10
時
～
午
後
１

時
◆
会
場
＝
Ｗ
Ａ
Ｍ
（
中
島
）
◆
料
金
＝

３
６
０
０
円
◆
定
員
＝
各
10
人
◆
予
約
先
＝

実
施
日
の
２
日
前
ま
で
に
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
（
☎

76
・
３
１
１
７
）
ま
で
。

柳
川
野
菜
と
海
苔
の

石
窯
ピ
ザ
づ
く
り

　

亜
熱
帯
フ
ル
ー
ツ
の

生
産
と
オ
リ
ジ
ナ
ル

ジ
ェ
ラ
ー
ト
で
知
ら
れ

る
「
杏
里
農
園
」。
オ
ー

ナ
ー
の
椛
島
さ
ん
手
作

り
の
石
窯
で
、
柳
川
の

海
苔
と
野
菜
の
ピ
ザ
を
、
生
地
か
ら
作
っ
て

焼
き
ま
す
。
柳
川
の
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
ジ
ェ
ラ
ー
ト
も
用
意
。
◆
日
時

＝
３
月
30
日
（
日
）、
午
前
11
時
～
午
後
１

時
◆
会
場
＝
杏
里
農
園
（
田
脇
）
◆
料
金
＝

１
５
０
０
円
、
小
学
生
以
下
８
０
０
円
（
ピ

ザ
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ジ
ェ

ラ
ー
ト
付
き
）
◆
定
員
＝
８
人
◆
予
約
先
＝

実
施
日
の
５
日
前
ま
で
に
、
杏
里
農
園
（
☎

73
・
８
１
２
０
）
ま
で
。
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農
の
実
り
に
有
明
の
幸

味
わ
い
格
別

18

20

22

24

23

21

柳
川
の
果
物
・
地
酒
を
使
っ
た

ホ
ー
ム
カ
ク
テ
ル
講
座

　

昨
年
春
か
ら
始
め
た
「
水
郷
柳
川
ゆ
る

り
旅
」。
昨
年
の
秋
は
10
月
５
日
か
ら
11

月
30
日
ま
で
14
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
し

ま
し
た
。
秋
編
で
は
４
０
４
人
の
定
員
に

対
し
参
加
者
は
３
８
９
人
に
達
し
（
参
加

率
96
・
８
％
）、
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
99
％
の
人
が
「
良
か
っ
た
」「
と
て

も
良
か
っ
た
」
と
い
う
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

水
郷
柳
川
ゆ
る
り
旅
・
秋
編
の
参
加
者
に
聞
き
ま
し
た

2. 年代 参
加
者
の
99
％
が
「
良
か
っ
た
」「
と
て
も
良
か
っ
た
」

男性
23％

女性
77％

10 代

20 代

3％
70 代以上
6％

19％

30 代
22％

40 代
15％

50 代
18％

60 代
17％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

柳川市

福岡市

みやま市

大牟田市

大川市

久留米市

八女市

筑後市

その他

50.8％

20.4％

7.3％

5.2％

3.1％

2.6％

2.6％

2.1％

5.9％

友人・知人
42％

一人

親子

19％

17％

夫婦
7％

3％

兄弟
姉妹

その他
12％

とても
良かった
63％

普通

36％
良かった

1％

1. 性別

5. プログラムの評価4. 同行者3. 居住地

柳
川
自
慢
の

あ
ま
お
う
と
大
豆
で

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ス
イ
ー
ツ
教
室

ト
マ
ト
畑
で
つ
く
ろ
う

ト
マ
ト
パ
ス
タ
！
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有明海苔
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柳
川
車
庫
と
施
設
見
学

車
掌
体
験
ツ
ア
ー

　

普
段
は
入
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
西
鉄
柳
川

駅
そ
ば
に
あ
る
柳
川
車

両
基
地
。
そ
こ
で
車
両

ピ
ッ
ト
や
車
両
の
見
学

の
他
、
制
服
や
制
帽
を

着
用
し
、
車
両
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
し
た

り
車
内
マ
イ
ク
の
体
験
も
で
き
ま
す
。
◆
日

時
＝
２
月
18
日
（
火
）、
午
前
11
時
～
午
後

１
時
◆
集
合
場
所
＝
西
鉄
柳
川
駅
前
（
下
百

町
）
◆
料
金
＝
５
０
０
円
（
記
念
品
付
き
）

◆
定
員
＝
20
人
（
子
ど
も
だ
け
の
参
加
は
不

可
）◆
予
約
先
＝
実
施
日
の
５
日
前
ま
で
に
、

市
観
光
案
内
所
（
☎
74
・
０
８
９
１
）
ま
で
。

真
勝
寺
本
堂
で

ろ
う
そ
く
の
灯
り
で

燈
明
ヨ
ガ

　

初
代
筑
後
国
主 

田
中

吉
政
公
の
菩
提
寺
で
も

あ
る
真
勝
寺
。
柳
川
の

由
緒
あ
る
お
寺
の
本
堂

で
、
電
気
を
使
わ
ず
、

ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
り
だ
け

で
心
静
か
に
ヨ
ガ
を
体
験
し
ま
す
。講
師
は
、

柳
川
で
ヨ
ガ
教
室
を
営
む
高
石
絵
美
さ
ん
。

◆
日
時
＝
３
月
１
日
（
土
）、
午
後
７
時
～

午
後
８
時
◆
会
場
＝
真
勝
寺
本
堂
（
新
町
）

◆
料
金
＝
１
５
０
０
円
（
レ
ン
タ
ル
マ
ッ

ト
別
途
１
０
０
円
）
◆
定
員
＝
10
人
◆

予
約
先
＝
ヨ
ガ
ル
ー
ム
ペ
チ
カ
（
☎

０
９
０
・
８
２
２
５
・
７
４
０
６
）
ま
で
。

美
の
学
び
舎
で

フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
エ
ス
テ
体
験

　

柳
川
に
は
、美
を
か
な
え
る
技
を
学
ぶ「
ハ

リ
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ル
ド
美
容
専
門
学
校
」
が
あ

り
ま
す
。
昭
和
22
年「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
美
容
室
」

か
ら
始
ま
り
昭
和
32
年
、
現
在
の
名
と
な
っ

て
今
年
で
創
立
57
周
年
。
美
容
課
、
エ
ス
テ

課
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
課
が
あ
り
、
今
回
は
エ
ス

テ
課
の
学
生
た
ち
が
２
年
間
の
集
大
成
と
し

て
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
エ
ス
テ
を
提
供
。
九
州
一

広
大
な
校
舎
も
必
見
で
す
。
◆
日
時
＝
２
月

12
日
（
水
）、
19
日
（
水
）、
①
午
前
10
時
～

正
午
②
午
後
２
時
～
午
後
４
時
◆
会
場
＝
ハ

リ
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ル
ド
美
容
専
門
学
校（
柳
河
）

◆
料
金
＝
１
５
０
０
円
◆
定
員
＝
各
８
人
◆

予
約
先
＝
実
施
日
の
５
日
前
ま
で
に
、
同
学

校
の
古
賀
さ
ん
（
☎
72
・
２
７
０
７
）
ま
で
。

柳
川
の
広
い
夜
空
の
も
と

天
体
観
測
教
室

　

山
が
な
く
空
が
広
く
感
じ
ら
れ
る
柳
川
。

そ
ん
な
柳
川
の
夜

空
の
も
と
、
天
体

観
測
を
し
て
、
星

空
と
宇
宙
に
つ
い

て
勉
強
し
ま
せ
ん

か
。
屋
外
で
実
際

に
天
体
望
遠
鏡
を
使
い
ま
す
。
雨
天
時
は
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
室
内
観
望
会
を
行
い
ま

す
。
◆
日
時
＝
３
月
８
日
（
土
）、
午
後
７

時
～
午
後
８
時
30
分
◆
会
場
＝
水
の
郷
研
修

室
◆
料
金
＝
大
人
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下

２
０
０
円
◆
定
員
＝
20
人
◆
予
約
先
＝
実
施

日
の
５
日
前
ま
で
に
、
市
観
光
案
内
所
（
☎

74
・
０
８
９
１
）
ま
で
。

癒
し
の
ひ
と
と
き 

体
験
の
わ
く
わ
く

ヨ
ガ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
＆

お
野
菜
た
～
っ
ぷ
り
ラ
ン
チ

　

自
然
を
五
感
で
味
わ

い
な
が
ら
ヨ
ガ
を
体

験
。
地
元
の
旬
な
野
菜

を
使
っ
た
ヘ
ル
シ
ー

ラ
ン
チ
と
ス
イ
ー
ツ

で
、
心
も
体
も
喜
び
ま

す
。
◆
日
時
＝
３
月
15
日
（
土
）、
16
日

（
日
）、
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時
◆
会
場

＝y

ヨ

ガ

o
ga s

シ

ャ

ラ

h
ala 

あ
う
ん
（
大
浜
町
）
◆
料

金
＝
２
８
０
０
円
（
ヨ
ガ
レ
ッ
ス
ン
、
レ
ン

タ
ル
マ
ッ
ト
、
ラ
ン
チ
と
デ
ザ
ー
ト
）
◆
定

員
＝
各
15
人
◆
予
約
先
＝
実
施
日
の
５
日
前

ま
で
に
、yo

ga sh
ala 

あ
う
ん
（
☎
32
・

９
３
８
４
）
ま
で
。

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
訓
練
校
で

迫
力
の
見
学
＆
食
堂
体
験

　

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
選
手
な
ど
を
養
成
す
る
、

全
国
唯
一
の
訓
練
校
「
や
ま
と
学
校
」。
将

来
を
夢
見
る
若
者
た
ち
が
、
夢
を
抱
い
て

日
々
鍛
錬
す
る
施
設
を
見
学
し
、
特
別
に
訓

練
生
が
使
用
す
る
食
堂
で
昼
食
を
い
た
だ

き
ま
す
。
◆
日
時
＝
２
月
13
日
（
木
）、
午

前
11
時
～
午
後
１
時
◆
会
場
＝
や
ま
と
学

校
（
大
坪
）
◆
料
金
＝
７
０
０
円
（
昼
食
込

み
）
◆
定
員
＝
20
人
◆
予
約
先
＝
実
施
日
の

５
日
前
ま
で
に
、
市
観
光
案
内
所
（
☎
74
・

０
８
９
１
）
ま
で
。

水郷柳川 ゆるり旅
主催／ 水郷柳川旅物語企画会議

ゆるり旅公式サイト　 http://yanagawa-yururitabi.net
市公式サイト　 http://www.city.yanagawa.fukuoka.jp

三柱神社の省耕園で 1 月 10 日に行われた「水郷柳川ゆるり旅」キックオフ会。
各プログラムの主催者など約 40 人が集まり、プログラムの成功を誓った
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ヨガ体験

【おことわり】

今回のプログラムは、1 月
20 日から予約の受け付けが
始まっています。予約は先着
順となっているため、定員に
達しているプログラムがある
場合もありますので、ご理解
をお願いします。詳しくは「ゆ
るり旅」公式サイトで予約状
況を確認ください。



　

消
防
出
初
式
が
１
月
12
日
、
市
民
三
橋
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
市
内
20
の
分
団
と
本
部
の
団
員

５
３
５
人
、
市
消
防
本
部
の
職
員
45
人
が
参

加
。
午
前
９
時
の
打
ち
上
げ
花
火
を
合
図
に
、

団
員
ら
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
演
奏
す
る
行
進

曲
に
合
わ
せ
、
堂
々
と
入
場
行
進
を
し
ま
し

た
。
こ
の
後
、
第
17
分
団
が
一
糸
乱
れ
ぬ
小

隊
訓
練
を
披
露
し
た
他
、
第
５
分
団
に
よ
る

小
型
ポ
ン
プ
操
法
、
第
11
分
団
の
ポ
ン
プ
車

操
法
な
ど
が
あ
り
、
素
早
い
動
作
で
正
確
に

標
的
へ
向
け
て
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
辞
を
述
べ
た
金
子
市
長
は
、
お
と
と
し

７
月
に
発
生
し
た
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
の

献
身
的
な
活
動
に
よ
っ
て
、
防
災
功
労
者
内

閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
市
消
防
団
を

た
た
え
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
自
然
災

害
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
さ
ら
に
訓
練
を

重
ね
て
ほ
し
い
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
式
で
は
、
消
防
団
員
と
し
て
地
域
の
安

全
に
長
年
貢
献
し
た
１
５
９
人
、
３
団
体
へ
、

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
主
な

人
や
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
、か
っ

こ
内
の
数
字
は
所
属
分
団
）。

■
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
＝
市
消
防

団■
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
＝
古
賀
金
二
副
団
長

■
福
岡
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
感
謝
状
＝
高
口
輝
充
（
２
）、
古
賀

文
章（
３
）、緒
方
正
教（
５
）、平
田
哲
広（
６
）、

田
島
克
紀
（
６
）、
髙
田
政
英
（
８
）、
樺
島

浩
一
（
８
）、
田
中
正
光
（
８
）、
北
原
清
文

（
９
）、三
小
田
保
弘
（
10
）、岩
㟢
匡
晃
（
14
）、

藤
木
和
久
（
14
）、
下
川
純
史
（
16
）、
松
尾

英
弘
（
19
）、
桑
原
浩
信
（
19
）

■
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

▽
功
績
章
＝
菊
次
博
副
団
長
▽
精
績
章
＝
兼

子
勝
吉
（
前
１
）、
森
田
好
孝
（
19
）
▽
勤

続
章
＝
兼
子
勝
吉
（
前
１
）、川
㟢
敏
郎
（
２
）

▽
優
良
婦
人
消
防
隊
表
彰
＝
市
婦
人
会
消
防

隊■
福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

▽
竿
頭
綬
表
彰
＝
第
８
分
団
▽
永
年
勤
続
表
彰

（
30
年
）
＝
渕
上
省
治
（
16
）
▽
同
（
25
年
）
＝
池

田
昌
孝（
19
）▽
同
（
20
年
）＝
高
口
輝
充（
２
）、

古
賀
文
章
（
３
）、
緒
方
正
教
（
５
）、
平
田
哲
広

（
６
）、
田
島
克
紀
（
６
）、
髙
田
政
英
（
８
）、
樺

島
浩
一（
８
）、田
中
正
光
（
８
）、北
原
清
文
（
９
）、

三
小
田
保
弘
（
10
）、
岩
㟢
匡
晃
（
14
）、
藤
木
和

久
（
14
）、
下
川
純
史
（
16
）、
松
尾
英
弘
（
19
）、

桑
原
浩
信（
19
）▽
同（
15
年
）＝
平
木
一
郎（
１
）、

古
賀
友
啓
（
１
）、
古
賀
卓
也
（
３
）、
相
浦
智
紀

（
４
）、
成
清
栄
太
郎
（
６
）、
梅
嵜
貴
光
（
６
）、

梅
㟢
保
則（
８
）、梅
㟢
栄
一（
８
）、金
子
良
也（
９
）、

古
賀
和
彦
（
９
）、
椛
島
冬
樹
（
９
）、
田
島
一

人
（
11
）、
大
津
康
徳
（
12
）、
横
山
雄
一
（
13
）、

森
田
隆
男
（
13
）、
松
藤
敏
郎
（
14
）、
弥
永
豊

博
（
15
）、
今
村
勝
（
16
）、
江
下
周
作
（
16
）

■
柳
川
市
長
表
彰

▽
永
年
勤
続
表
彰
（
30
年
）
＝
松
藤
稔
（
前

副
団
長
）、
川
㟢
敏
郎
（
２
）、
渕
上
省
治

（
16
）
▽
同
（
25
年
）
＝
田
中
角
栄
（
１
）、

松
永
常
光
（
３
）、
湯
浅
博
一
（
前
15
）、
池

田
昌
孝
（
19
）、
▽
同
（
20
年
）
＝
古
賀
文

章
（
３
）、緒
方
正
教
（
５
）、平
田
哲
広
（
６
）、

田
島
克
紀
（
６
）、
髙
田
政
英
（
８
）、
樺
島

浩
一
（
８
）、
田
中
正
光
（
８
）、
北
原
清
文

（
９
）、
古
賀
義
展
（
前
９
）、
三
小
田
保
弘

（
10
）、
甲
斐
田
光
春
（
前
11
）、
岩
﨑
匡
晃

（
14
）、
藤
木
和
久
（
14
）、
下
川
純
史
（
16
）、

桑
原
浩
信
（
19
）、
石
橋
秀
隆
（
前
20
）

■
退
団
幹
部
感
謝
状

松
藤
稔
（
前
副
団
長
）、
平
川
親
義
（
前
副

団
長
）、
兼
子
勝
吉
（
前
第
１
分
団
長
）、
松

藤
政
彦
（
前
第
11
分
団
長
）、
山
下
利
彦
（
前

第
12
分
団
長
）、
堤
清
隆
（
前
第
13
分
団
長
）

安
全
と
安
心
を
担
う
団
員
た
ち
が
結
集

【右】小型ポンプ操法で標的
に向かって放水する第 5分
団員
【下】ポンプ車操法では第
11分団員が素早い動作でホ
ースをつなぎ合わせた
【左上】分団ごとに整列した
団員を観閲する金子市長と
中村明彦消防団長（右）
【左下】小隊訓練で一糸乱れ
ぬ動きを披露する第 17 分
団員

威
風
堂
々
と
平
成
26
年
柳
川
市
消
防
出
初
式
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　市は、4月 1日から来年 3月 31日ま
での間に雇用する、臨時職員と嘱託職員
の希望登録者を募集します。雇用は登録
者の中から必要に応じて行いますので、
登録しても雇用されないこともありま
す。

●募集期限　2月 12 日（水）まで。そ
の後も必要な場合は、随時受け付けます。

●受付時間　午前 8 時 30 分～午後 5
時（土日、祝日を除く）

●申込方法　市販の履歴書に写真を貼
り、市人事秘書課（市役所柳川庁舎 3階）
に本人が持参してください。申し込みの
時に面接します。

●登録の有効期間　4 月 1 日～翌年 3
月 31日（1年間）

●応募資格　職種によって資格や免許が
必要な場合があります。

●職種　事務職、保健師、看護師、栄養士、
司書、特別支援教育支援員、公民館職員、
登記事務、レセプト点検員、水路清掃作
業員、発掘調査整理作業員、調理員など

●勤務時間　市役所は月曜日から金曜
日、午前 8 時 30 分～午後 5 時。職種
や勤務場所によっては、土曜日や日曜日
の出勤があり、勤務時間も変わることが
あります。

●賃金　日額 6100 円（職種、勤務時
間により異なる）

●雇用期間　臨時職員 6か月以内、嘱
託職員は 1年以内。ただし更新する場
合もあります。

●その他　社会保険と雇用保険がありま
す（雇用期間によって加入できない場合
もあり）。雇用期間中は、原則として他
の仕事はできません。

【問】市人事秘書課人事係（☎ 77・
8403）

平成26年度雇用予定

臨時職員
嘱託職員
2月12日まで登録受付
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市圏出身の若者2人が柳川をPR

域で助け合い要援護者を守る

地域おこし協力隊として新たに2人に委嘱状を交付

蒲池校区で防災地域づくりのワークショップを開催

都

地

■都市圏からの視点で柳川おこし
　都市生活者の視点で柳川の地域資源を掘り起こし、
新たな魅力を引き出す中でこれらを活用した地域づく
りにつなげようと、市は神戸市出身の大野睦

むつみ

さん（26
歳）と東京都荒川区出身の坂田真

まさよし

慶さん（27歳）を新
たに地域おこし協力隊の隊員として採用しました。
　地域おこし協力隊は、東京や大阪、名古屋の 3大都
市圏や、政令指定都市在住者に移住してもらい、外部
からの視点で新たな取り組みを提案してもらいながら
地域活性化を目指す総務省の制度。隊員の期間は最長3
年です。市は、昨年 10月に埼玉県出身の写真家、風間
英人さんを採用していて、これで同隊の隊員は合わせ
て 3人になりました。

■2人とも国際経験豊富な人材
　大野さんはデンマークに留学の経験があり、大学卒
業後、住宅リフォーム会社で営業を担当。坂田さんも、
英国に留学したことがあり、大学卒業後は、中国やイ
ンドネシアなどで人材紹介を経験してきました。とも
に国際経験が豊かで、数か国語を話すことができます。
　1月8日に行われた委嘱状交付式では、金子市長が「海
外での経験を生かして、柳川を元気にする提案をしてく
ださい」と2人を激励。大野さんは「県外の人に柳川を
ふるさとと思ってもらえるようなことをしたい」、坂田

ャレンジショップ2月7日（金）にオープン
染物「琉球紅型」や、アロマとハーブの販売・体験教室もチ

　市は、2月 7日から沖端商店街にチャレンジショッ
プを開店します。同店は市の起業者育成事業のひとつ
として設けるもの。将来、市内で開店したいと考えて
いる人が、陳列方法や店内装飾、接客を実践し、その
経験を開業に役立ててもらうのがねらいです。
　今回出店するのは、沖縄の伝統染物「琉

りゅうきゅうびんがた

球紅型」を
製作、販売する吉田梨菜さん（金納）、アロマセラピー
関連の商品販売などを行う椛島博子さん（城隅町）と
辻恵美さん（七ツ家）です。吉田さんは伝統的な琉
球紅型の技法を忠実に守って製作したコースターや T
シャツなどの作品展示と販売、椛島さんと辻さんはハー
ブの香りを利用して、リラックス効果や美容に役立て
るアロマセラピーとハーブティーの販売、体験教室を
行います。ぜひ来店してください。

●開店期間　2月7日（金）～3月23日（日）、不定休
●開店時間　午前 10時 30分～午後 4時 30分
（2月 7日は午前 11時からオープニングセレモニー）

●場所　稲荷町 13・5（地図参照）。駐車場は市営の観
光駐車場を利用してください（60分未満は無料）
　問い合わせは、吉田さん（☎090・5748・3800）、
または椛島さん（☎090・7383・3198）まで。

■要援護者を支える地域づくり
　地域住民に要援護者避難支援の仕組みづくりをして

もらおうと 1月 15日、蒲池校区で第 1回ワークショッ

プが行われました。これは、福岡県災害時要援護者避

難支援事業の一環。会場となった蒲池公民館には、同

校区の住民約 60人が集まりました。

■避難場所とルートを地図で確認
　会場では、地域ごとにグループに分かれ、地図を使っ

て、水害が発生したときの避難場所や避難経路などを

確認する災害図上訓練を行いました。参加者たちは、

地図を指差しながら「この辺りは土地が低いので危な

い」「この道は昔の土手だから大丈夫」などグループで

意見を出し合いながら避難の場所と経路を決定。その

後、地域の要援護者宅をチェックして、誰が一緒に避

難するかなどを確認しました。蒲池地区社会福祉協議

会の中村十三昭会長は「一人暮らしの高齢者が多くなっ
ているので、地域で助け合うことが大切」と話しました。

　10月から地域おこし協力隊として、活動している
埼玉県出身で写真家の風間英人さん。ここでは、風
間さんがどんな仕事をしているのかを紹介します。
　風間さんは、市観光課に所属して柳川フィルムコ
ミッション活動を行っています。柳川フィルムコ
ミッションとは、映画やドラマなどの撮影を誘致し
て、柳川の知名度向上や観光資源の開拓を目指す組
織。また、エキストラの確保、病院や銀行など撮影
ができる施設の紹介なども行い、ドラマや映画の撮
影を支援しています。その他、川下りやさげもんな
どの写真をインターネットで公開することで、柳川
の魅力を外部に発信することも大切な仕事です。
　「他のまちにない魅力がいっぱい」と柳川について
話す風間さん。「柳川の魅力をどんどん外に発信して、
柳川発のドラマを誘致したい」と意気込んでいます。

ドラマや映画で柳川の魅力をＰＲ
地域おこし協力隊の先輩、風間さんの仕事を紹介

　2月には災害時の連絡体制と自主防災活動の仕組み

作りを行い、3月には実際に避難訓練を実施します。

【上】地図を見ながら
地域の避難場所や避
難経路を確認した

【左】最後にグループ
ごとに避難の場所や
経路を発表

さんは「外国から柳川に来てもらえるような情報をたく
さん発信したい」とそれぞれ今後の抱負を語りました。
　大野さんは市柳川ブランド推進室に所属して地場産
品の売り込みを、坂田さんは市企画課で行政情報の発
信を担当します。

　地域おこし協力隊についての問い合わせは、市企画
課企画係（☎77・8423）まで。

地域おこし協力隊に採用された大野さん（左）と坂田さん

【上】御花に展示さ
れているさげもんを
撮影する風間さん

【下】職場へ戻ると
さっそくさげもんの
写真をインターネッ
トで公開する準備を
始めた

■柳川フィルムコミッ
ション公式サイト開設
　柳川フィルムコミッショ
ンの公式サイト（http://
www.yanagawa-film.jp/）
が 2月 1日に開設します。
同サイトでは、柳川の魅力
的な場所の紹介やエキスト
ラの申し込みなどができます。ぜひご覧ください。
　問い合わせは、柳川フィルムコミッション (市観
光課内、☎77・8563）まで。

【左】染物「琉球紅型」などを扱う
吉田さん【右】アロマセラピーや
ハーブティーを扱う椛島さん（右）
と辻さん

P

御
花

白秋生家

白秋観光駐車場

稲荷町観光駐車場

稲荷町 鬼童町

チャレンジショップ

P



中町えびす祭を前に七福神が練り歩く

　地域から暴力団を追放しようと 1月 18日、市民会館
で、暴力団追放！地域決起会議（筑後地区）柳川市・み
やま市暴力団追放総決起大会を開催しました。県警本部
の清水勝喜管理官による県下の暴力団情勢についての説
明や、九州弁護士連合会の堀内恭彦弁護士が、暴力団
対策などを講話。この後、参加者全員で安全で安心な社
会実現のため、暴力団追放に一致団結するなどの共同ア
ピールを採択し、シュプレヒコールを唱和しました。

第 6 回柳川市・みやま市暴力団追放総決起大会
警察や行政、住民などが一致団結

　

　児童に音楽の楽しさを体験してもらおうと1月17日、
有明小学校でアクロス・学校キャラバン「せいじ先生の
バイオリン教室」が行われました。講師は、ともに世界
的な演奏者であるバイオリニストの景山誠治さんとピア
ニストの田中美江さん。児童たちは、バイオリンが 4枚
の木の板からできていることや、弦にはヒツジの腸が使
われていることなどを学習後、バイオリンを手に取って
演奏しました。演奏した児童は「思ったより難しくて、
音が上手に出せなかった」などと感想を述べました。

有明小学校 アクロス学校キャラバン
初めてのバイオリンに歓喜

　正月の伝統行事、ほんげんぎょうが、1 月上旬か
ら中旬にかけて市内各地で行われました。全国では
「左

さ ぎ ち ょ う

義長」「どんど焼き」などと呼ばれる小正月の火祭り
で、五穀豊穣や無病息災を祈ります。
　今古賀地区では、公民館主催で 1月 6日にほんげん
ぎょうを行いました。地区内の児童や保護者ら約 50人
が、前日にわらと竹で作った約 10mのやぐらを設置。
稲の刈り取り跡が残る田んぼで、児童が午後 5時に火を
つけるとやぐらは一気に炎に包まれました。

市内各地でほんげんぎょう
五穀豊穣、無病息災を祈る

川
柳

水も人も

キラリ

紙
の
雪
ほ
ど
の
軽
さ
で
生
き
る
母　
　

	

　

流
青

今
月
の
入
選
作
品
・
課
題
「
続
く
」

川
柳
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
選
句
者
は
梅
崎
流
青
さ
ん
。
３
月
の
課
題

は
「
紙
」
で
す
。
入
選
作
品
は
３
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

川
柳
と
明
記
し
、
自
作
、
未
発
表
の
作
品
（
※
１
人
３
句

以
内
）
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
直
接
、
柳
川
庁
舎
企
画
課
広
報
広
聴
係
（
☎
77
・
８
４
２
５
、

ＦＡＸ
74
・
５
５
２
０
）
へ
、
２
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

孫
と
風
呂
お
伽と

ぎ

の
続
き
語
り
合
う

藤
吉
ト
シ
子
（
佃
町
）

乗
り
換
え
し
接
続
線
は
客
疎ま

ば

ら

粉
雪
の
中
に
地
蔵
は
立
ち
続
け

大
寒
や
続
け
て
老
い
の
野
辺
送
り

こ
の
道
は
極
楽
浄
土
へ
続
く
か
な

そ
の
続
き
聞
き
た
い
お
茶
を
淹い

れ
か
え
る

ふ
る
さ
と
へ
続
く
真
白
き
飛
行
雲

雪
道
も
や
が
て
春
へ
と
続
く
道

リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
て
光
り
見
つ
け
た
り

味
噌
作
り
祖
母
か
ら
続
く
秘
伝
で
す

気
概
ま
だ
持
っ
て
こ
の
道
突
き
進
む

春
寒
や
続
け
て
下
る
炬
燵
舟

身
の
ま
わ
り
で
き
る
幸
せ
五
年
後
も

明
日
へ
と
続
く
朝
日
が
昇
り
来
る

思
い
出
は
梅
咲
き
香
る
里
の
道

グ
ラ
ン
ド
に
練
習
続
く
夕
の
空

ど
こ
ま
で
も
続
く
世
界
の
地
平
線

大
人
へ
の
道
へ
と
続
く
誕
生
日

勉
強
の
お
か
げ
で
つ
づ
く
道
が
あ
る

長
き
旅
自
分
探
し
の
旅
続
く

坂
田
信
幸

野
片
義
博

西
田
ト
ミ
子

三
池
多
美

佐
藤
良
子

池
田
美
幸

古
賀
麗
子

古
賀
治
美

鶴
岡
定
子

吉
開
綾
子

森　

フ
チ
エ

田
中
位
緒
枝

中
原
由
美

徳
永
智
宥

宮
崎　

武

西に

し

だ田
妃き

ら

り

蘭
梨

松ま
つ
ふ
じ藤

春は

る

か香

堤つ
つ
み　

絢じ
ゅ
ん
な奈

多た

だ田
凜り

ん
ぺ
い平

　

孫
の
体
を
よ
く
温
め
る
つ
も
り
で
始
め
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
伽と

ぎ
ば
な
し話

。
一

通
り
終
わ
り
こ
れ
か
ら
は
ふ
た
り
の
創
作
劇
場
。
歓
声
と
お
湯
を
揺
ら
す
音

と
が
こ
ち
ら
の
部
屋
ま
で
。
小
さ
な
孫
の
手
を
慈
し
み
な
が
ら
こ
の
子
ら
の

平
穏
な
日
々
を
願
う
湯
気
の
中
。
春
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
。（

鷹
ノ
尾
）

（
隅
町
）

（
中
島
）

（
西
魚
屋
町
）

（
蒲
生
）

（
佃
町
）

（
吉
原
）

（
南
浜
武
）

（
茂
庵
町
）

（
筑
紫
町
）

（
弥
四
郎
町
）

（
豊
原
）

（
新
船
津
町
）

（
徳
益
）

（
弥
四
郎
町
）

（
中
島
小
６
年
）

（
中
島
小
６
年
）

（
中
島
小
６
年
）

（
中
島
小
６
年
）

参加者全員で暴力団追放のシュプレヒコール

住民が見守る中、勢いよく燃えるやぐら

商店主らによる七福神の笑いが福を呼ぶ

流
青

中町えびすで商売繁盛

世界的なバイオリニストが直接指導

応
募
総
数
１
５
２
句
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　1月 14 日に開かれる中町えびす祭を前に、13 日、
中町の商店主らが七福神にふんして、柳川商店街を練り
歩きました。家内安全や商売繁盛などを祈願しながら、
同祭の宣伝を兼ねて行われる活動は、20年ほど前から
行われており、福を呼ぶと好評です。商店主らは七福神
になりきり、商店街の店舗を訪問。店内で「わっはっは。
わっはっは」と大きな笑い声を響かせ、福を届けるとと
もに、地域住民との交流を深めました。

平成 26 年柳川市成人式

仲良しの友人と一緒に、ハイ、ポーズ

友人たちと大人の第一歩

　市は 1月 12日、市民会館で成人式を催しました。今
年の新成人は 695 人。着物やスーツなどの晴れ着に身
を包んだ新成人は、式典の 1時間以上前から会場に集ま
り、友人と久しぶりの再会を楽しんでいました。式典で
は、金子市長が「友達を大切にしてください」などと式
辞。新成人の主張で藤木仁宗さんが「夢や目標を持って、
常に努力することが大切」など成人としての決意を述べ
ました。その後のアトラクションでは、恩師からのビデ
オレターの披露などがあり、大いに盛り上がりました。

身近な話題などお知らせください！

情報をお待ちしています

柳川市マスコットキャラクター「こっぽりー」

2 月 11日のおひな様始祭のパレードと、2月 16日の＂堀と道＂クリーンアップ大作
戦に参加予定なんだこぽぉ～。みんな来てほしいこぽぉ～、待ってるこぽぉ～ !!
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図書館
ニュース

水の郷
ニュース

本館☎74-4111、FAX74-4946
　三橋図書館　　　☎74-6300
　雲龍図書館　　　☎76-1122
　両開分館　　　　☎74-4116
　昭代分館　　　　☎74-5111
　蒲池分館　　　　☎74-6200
　水の郷分室　　　☎75-6204

開館時間　午前10時〜午後6時

※ 平日の火～金曜日は本館のみ午

後 8 時まで開館。三橋図書館は

金曜日のみ午後 8 時まで開館

����2 月の休館日　月曜日（三橋図

書館は火曜日）

※  11 日（火・祝）は本館、雲龍

図書館、水の郷分室が開館。

12 日（水）は三橋図書館のみ

休館

総合保健福祉センター
　水の郷、水の郷くらぶ
　☎ 75-6200、FAX75-6210

　まほろばやまと　☎ 76-4833
　サンブリッジ　　☎ 73-6955
開館時間　午前9時〜午後9時
※ 温泉は午前 10 時～午後 8 時

30 分で、入場は午後 8 時まで。
図書館分室は午前 10 時～午
後 6 時。すこやかルームは午
前 10 時～午後 9 時
�2 月の休館日　月曜日

▶本館＝毎週土曜（第 4 土曜
は赤ちゃんおはなし会）、午後 2
時 30 分～▶三橋図書館＝第 2、
4 土曜、午後 3 時～▶雲龍図書
館＝第 2 土曜、午前 10 時 30
分～▶両開分館＝第 2 土曜、午
前 11 時～▶昭代分館＝第 1、3
土曜、午前11時～▶蒲池分館＝
第 2、4 土曜、午前 11 時～

おはなし会（小学生以下）

　書体デザイナーの
著者が世界の街角で
撮影した標識や看板
の写真を多数掲載。
日本の標識や看板だ
けなぜ丸い文字が多
く使われているのか
を、看板職人に取材

するなどして、その秘密に迫ります。

　ある日の早
朝、ネコが気
持ちよく寝て
いると、ニワ
トリが大きな
声で鳴きまし
た。うるさく

て眠れないと、魔法が得意なネコは動
物たちの声を入れ替えますが…。

「ニャオ」とウシがなきました
エマ・ドッド 作（光村教育図書）

まちモジ
小林 章 著（グラフィック社）

　治療のために現地
へ赴いた日本人医者
が、なぜ 1600 本も
の井戸を掘ったのか。
パキスタンやアフガ
ニスタンで長年支援
活動を続ける医師の
中村哲が、その半生

をつづった著者初の自伝。

天、共に在り
中村 哲 著（NHK 出版）

新 着 図 書

　あめんぼセンターには、20 人ほど
でお茶会ができる和室や 16 人ほど
で使える会議室、約 150 人収容のＡ
Ｖホール、約 50 点の作品を展示で
きる展示ギャラリーがあります。ま
た、昭代分館には会議室、蒲池分館
には多目的室があります。申請の受
け付けは、利用日の 3 か月前（ＡＶ
ホールと展示ギャラリーは 6 か月前）
から。利用時間や料金など詳しくは、
各図書館へ問い合わせてください。

会議や作品展などに
図書館が利用できます

本館の 2 月無料映画会
2 月 8 日（土）、午前 11 時～＝名
画劇場「ながらえば」（65 分）、午
後 3 時～＝子ども映画「ドナルド
ダック」（57 分）

柳
川
百
選
ま
ち
歩
き

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
大
切
に
し
た
い
も
の
、
誇
れ
る
も
の
を

応
募
の
中
か
ら「
柳
川
百
選
」と
し
て
選
び
ま
し
た
。こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
郷
土
の
素

晴
ら
し
さ
を
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

第
58
回

　
「
柳
川
百
選
」
は
市
企
画
課
で
配
布
。
市
公
式
サ
イ
ト
で
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
問
い
合
わ
せ
は
、同
課（
☎
77
・
８
４
２
３
）へ
。

2 月のホールイベント

▪ウイング古賀 ダンスパーティー

9 日（日）、午後 1 時 30 分～、見

学無料、参加費 1000 円

▪市老人クラブ連合会柳川支部 女性

部研修会　14 日（金）、午前 10 時～、

見学無料

▪日時　2月 15日（土）、午後
1時 30分～（開場は 30分前）

▪会場　水の郷ホール
▪参加費　大人 500 円、高校
生 200円、中学生以下無料
　問い合わせは、九条の会・柳
川（☎ 74・1440）まで。

「はだしのゲン」
実写版上映会

「九条の会・柳川」発足9周年のつどい

　図書館は、2 月 27 日（木）から
3 月 9 日（日）まで全館休館します。

資料整理の休館日

急な温度変化で体に大きな負担

ヒートショックにご用心

　

掘
割
の
環
境
整
備
の

た
め
、
年
に
一
度
水
を
抜

い
て
、
川
底
の
清
掃
を

行
う
こ
と
を
「
堀
干
し
」

「
水
落
ち
」
と
い
い
ま
す
。

　

柳
川
の
掘
割
は
、
水

の
流
れ
が
と
て
も
緩
や

か
な
た
め
、
掘
割
の
底

に
は
、
細
か
な
泥
や
ご

み
が
堆
積
し
て
い
き
ま

す
。
そ
こ
で
柳
川
の
先

人
た
ち
は
、
堀
干
し
や

水
落
ち
を
行
う
こ
と
で
、掘
割
の
環
境
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

旧
城
下
町
地
区
の
水
落
ち
は
、
例
年
２
月
ご
ろ
か
ら
下

旬
ご
ろ
に
行
わ
れ
ま
す
。
掘
割
に
水
を
引
き
込
む
新
町
水

門
を
差さ

ぶ

た蓋
と
呼
ば
れ
る
板
で
せ
き
止
め
て
、
稲
荷
町
の
二

丁
井い

び樋
（
水
門
）
を
開
き
、
掘
割
の
水
を
沖
端
川
に
排
水
。

２
、
３
日
す
る
と
水
位
が
下
が
り
川
底
が
顔
を
出
し
ま
す
。

　

柳
川
を
訪
れ
る
人
に
気
持
ち

よ
く
川
下
り
や
ま
ち
歩
き
を
し

て
も
ら
お
う
と
、
水
落
ち
期
間

中
に
実
施
さ
れ
る
の
が
「
柳
川

“
堀
と
道
”
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大

作
戦
」。
毎
年
大
勢
の
市
民
ら
が

堀
干
し
と
水
落
ち

参
加
し
て
、
掘
割
の
底
や
周
辺

の
道
を
一
斉
に
清
掃
し
ま
す
。

４
回
目
と
な
る
今
年
は
、
２
月

16
日
に
実
施
し
ま
す
。

　

農
村
部
の
堀
干
し
は
、
稲

の
収
穫
が
終
わ
っ
た
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
掘
割
の
底
に
た
ま
っ

た
泥
は
、
桶お

け

で
く
み
上
げ
、

発
酵
さ
せ
て
田
ん
ぼ
の
肥
料
へ
。
昭
和
15
年
ご
ろ
に
泥
上

げ
機
が
普
及
す
る
前
は
、
す
べ
て
人
力
で
の
作
業
だ
っ
た

た
め
、
堀
干
し
は
地
域
総
出
の
行
事
で
し
た
。
し
か
し
、

昭
和
30
年
代
か
ら
徐
々
に
行
わ
れ
な
く
な
り
、
現
在
旧
城

下
町
地
区
を
除
く
と
、
堀
干
し
は
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
だ
け
で
す
。

　

戦
時
中
、
男
性
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
小
学
２
年
生
か

ら
堀
干
し
を
手
伝
っ
て
い
た
と
い
う
荻
島
善
彦
さ
ん
（
東

蒲
池
・
85
歳
）。
当
時
は
、
早
朝
の
ま
だ
暗
い
う
ち
か
ら

作
業
が
始
ま
り
、
氷
が
張
っ
た
堀
に
ひ
ざ
ま
で
入
っ
て
作

業
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
か
。
そ
れ
で
も
堀
干
し
が
大

好
き
だ
っ
た
と
振
り
返
る
荻
島
さ
ん
。「
水
が
引
い
た
堀

に
姿
を
現
し
た
コ
イ
や
フ

ナ
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
を
捕
る

の
が
何
よ
り
楽
し
み
で
し

た
。
捕
っ
た
魚
は
、
母
が

醤
油
や
み
り
ん
な
ど
で
煮

て
く
れ
ま
し
た
。
あ
の
味

が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」
と

目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

約
２
０
０
０
人
が
参
加
し
た
昨

年
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

せ
き
止
め
ら
れ
る
新
町
水
門

アフガニスタン三十年の闘い

３
月
の
水
の
郷
シ
ネ
マ

人
類
資
金

　2 月の水の郷シネマはお休
み。3 月に上映します。
▪日時　3 月 8 日（土）、午前
10 時 30 分、午後 1 時 30 分、
午後 7 時の 3 回
▪料金　前売り 800 円、当日
1000 円

柳川温泉「南風」イベント

日本舞踊 泉徳弓社中

「艶やかに舞う」

　寒くて体が冷えるこの季節は、柳川
温泉「南風」でゆっくり体を温めたい
ですね。しかし、冬の入浴には「ヒー
トショック」の危険が潜んでいます。
　寒い外から暖かい室内へ、また脱衣
所から浴室へなど、短時間で体に急激
な温度変化が起こると、血圧が急激に
上昇したり下降したりして、体に大き
な負担がかかります。これが「ヒート
ショック」です。
　急激に血圧が上昇した場合は、脳出
血や脳梗塞、心筋梗塞などの恐れがあ
ります。血圧が急激に低下した場合は
貧血を引き起こし、浴槽内であれば溺
れたりする危険性があります。
　次のことを心掛け、安全に柳川温泉
「南風」を楽しみましょう。

■ヒートショックを防ぐには
・湯船に入る前に手、足からかけ湯を
して、徐々に体を温める
・湯船に入るときは、徐々に肩まで沈
める
・入浴時間は、ほんのり汗ばむ程度に
・飲酒後の入浴は厳禁

▪日時・料金　2月11日（火・祝）、
午後1時～、観覧無料（ただし温
泉入場料は必要）

あめんぼセンター１階の水の
資料館には、堀干しに使われ
ていた道具が展示されている



三
橋
庁
舎
の
自
動
交
付
機

２
月
22
日
午
前
中
停
止

　

三
橋
庁
舎
の
自
動
交
付
機
は
２

月
22
日
（
土
）
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
正
午
ま
で
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
庁
舎
の
停
電
作
業
を
行
う

た
め
で
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
柳
川
庁
舎
か
大
和
庁
舎
の

自
動
交
付
機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
三
橋
庁
舎
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
（
☎
77
・
８
８
１
７
）
へ
。

少
人
数
世
帯
で
は
５
人
槽

の
浄
化
槽
設
置
も
可
能

　　

家
庭
か
ら
出
る
汚
水
を
処
理
す

る
浄
化
槽
を
設
置
す
る
際
、
少
人

数
世
帯
で
は
５
人
槽
に
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
条
件　

す
で
に
建
っ
て
い
る
住

宅
の
改
築
時
で
、
住
ん
で
い
る
人

や
住
む
予
定
の
人
が
２
人
以
下
の

世
帯
。
居
住
面
積
は
不
問
。
た
だ
し
、

２
世
帯
住
宅
や
賃
貸
住
宅
、
共
同

住
宅
は
設
置
不
可

※
通
常
、
住
宅
の
総
床
面
積
が
１

３
０
㎡
を
超
え
る
場
合
、
設
置
す

る
浄
化
槽
の
大
き
さ
は
７
人
槽
で

す
。

　

な
お
、
５
人
槽
の
浄
化
槽
を
設

置
し
た
後
に
状
況
が
変
化
し
て
住

む
人
の
人
数
が
増
え
て
浄
化
槽
の

処
理
能
力
を
超
え
る
と
、
７
人
槽

の
浄
化
槽
に
入
れ
替
え
る
必
要
が

あ
る
こ
と
も
十
分
理
解
し
た
上
で

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
県
南
筑
後
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
地
域
環
境
課

（
☎
０
９
４
３
・
22
・
６
９
６
３
）、

市
生
活
環
境
課
浄
化
槽
推
進
係
（
☎

77
・
８
４
８
３
）
ま
で
。

犬
の
係
留
器
具
や
お
り
な

ど
は
定
期
的
に
点
検
を

　　

今
年
度
、
県
内
で
児
童
が
大
型

犬
に
か
ま
れ
る
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
事
故
は
、
同
施
設
の

管
理
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
に

起
き
た
も
の
で
、
犬
が
同
施
設
の

一
部
を
壊
し
て
逃
げ
出
し
た
こ
と

が
原
因
で
す
。
飼
い
主
は
、
犬
が

逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
た

構
造
の
同
施
設
を
整
え
、
こ
の
よ

う
な
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

問
い
合
わ
せ
は
、
県
南
筑
後
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
保
健
衛
生
課

（
☎
72
・
２
１
６
３
）、
市
生
活
環

境
課
環
境
係
（
☎
77
・
８
４
８
５
）

ま
で
。

水
質
検
査
計
画
（
案
）
へ

の
意
見
を
募
集

　

水
道
事
業
者
が
行
う
水
質
検
査

は
、
水
道
法
に
基
づ
い
て
検
査
計

画
を
作
成
し
、
公
表
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
水
道
課
と
市
に
水
道
水
を
供

給
し
て
い
る
県
南
広
域
水
道
企
業

団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
平
成
26
年
度

に
行
う
水
質
検
査
計
画
（
案
）
を

公
表
し
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
計
画

に
反
映
さ
せ
ま
す
。
計
画
案
は
、

柳
川
庁
舎
２
階
水
道
課
や
同
企
業

団
の
公
式
サ
イ
ト
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　

２
月
１
日
～
28
日

　

問
い
合
わ
せ
は
、
市
水
道
課
（
☎

77
・
８
５
９
４
）、
同
企
業
団
水
質

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
４
２
・
27
・

１
５
６
３
）
ま
で
。

障
害
者
を
対
象
と
し
た

就
職
面
接
会
を
開
催

　

福
岡
労
働
局
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

は
、
事
業
主
へ
の
障
害
者
雇
用
の

理
解
と
関
心
を
高
め
、
一
人
で
も

多
く
の
障
害
者
が
就
職
し
、
職
業

的
自
立
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
「
雇
用
促
進
面
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
10
日
（
月
）、
求
職

者
受
付
＝
午
後
０
時
30
分
～
２
時

30
分
、
面
談
＝
午
後
１
時
～
４
時

●
会
場　

福
岡
国
際
会
議
場
２
階
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■国民健康保険税（第 9 期）

2月の納期限は2月 28日税

音訳ボランティア「オルゴール」の協力で、
広報紙を音訳して CD やカセットテープ
に録音した「声の広報」も発行しています。
詳しくは、市企画課広報広聴係（☎ 77・
8425）まで。

公共施設などの問い合わせ☎
■柳川市役所
   柳川庁舎
   大和庁舎
   三橋庁舎
■柳川消防署
■日曜、祝日在宅医案内
■公民館
   大和公民館
   三橋公民館
   柳河ふれあいセンター
   城内コミュニティ防災センター

   矢留うぶすな館
   柳川農村環境改善センター
   有明まほろばセンター
   就業改善センター
   蒲池農村環境改善センター
　垂見コミュニティセンター
■柳川古文書館
■歴史民俗資料館
■市民会館
■市民体育館 
■大和 B&G 海洋センター体育館

■市民温水プール
■観光情報センター
■学童農園むつごろうランド

■クリーンセンター
■橋本不燃物処理場 

☎ 73ー8111 ＦＡＸ 74ー1374
☎ 76ー1111 ＦＡＸ 76ー1170
☎ 72ー7111 ＦＡＸ 73ー8405

☎ 74ー0119
☎ 74ー0112

☎ 76ー1116
☎ 73ー4489
☎ 72ー5478

☎ 73ー9556

☎ 73ー8398
☎ 73ー6793
☎ 73ー6792
☎ 73ー6790
☎ 73ー6791

☎ 72ー1037
☎ 73ー8940
☎ 72ー5168
☎ 74ー1221

☎ 76ー1120
☎ 73ー5905
☎ 73ー2145

☎ 72ー1334
☎ 72ー0819

☎ 74ー1211

☎ 72ー5230

火 12月の火災件数（かっこは前年）

0件（2件）
0 件
0 件
0 件
0 件
0 件

23件（15件）
8 件
0 件
2 件
3 件

10 件

件数
 建物全焼
 建物半焼
 建物部分焼
 建物ボヤ
 その他

累計

■
知
っ
て
得
す
る　

国
民
年
金
の
話

国
民
年
金
保
険
料
の
割
引
率
が
上
が
る

　
　
「
２
年
前
納
制
度
」
が
４
月
か
ら
開
始

■
２
年
間
前
払
い
す
る
と
保
険
料

が
１
万
４
０
０
０
円
程
度
割
引
に

　

平
成
26
年
４
月
末
の
口
座
振
替

分
か
ら
、
さ
ら
に
割
引
率
が
上
が

る
「
２
年
前
納
」
の
取
扱
い
が
始

ま
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
ま

と
め
て
前
払
い
す
る
と
割
引
に
な

る
前
納
制
度
が
あ
り
、
今
ま
で
口

座
振
替
で
前
納
で
き
る
期
間
は
最

長
１
年
間
で
、
毎
月
納
付
す
る
場

合
に
比
べ
て
割
引
額
は
25
年
度
の

金
額
で
年
３
７
８
０
円
で
し
た
。

こ
れ
が
２
年
前
納
を
利
用
す
る

と
、
２
年
間
で
１
万
４
０
０
０
円

程
度
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

■
口
座
振
替
の
申
込
期
限
に
注
意

　

前
納
の
申
し
込
み
は
期
限
が
あ

り
ま
す
。
手
続
き
に
は
、
預
金
通

帳
、
預
金
通
帳
届
出
印
、
年
金
手

帳
を
持
っ
て
、
大
牟
田
年
金
事
務

所
や
市
役
所
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

●
前
納
の
申
込
締
切　

▽
６
か
月
前
納
申
し
込
み
＝
４
月

～
９
月
分
は
２
月
末
ま
で
、
10
月

～
来
年
３
月
分
は
８
月
末
ま
で

▽
１
年
前
納
・
２
年
前
納
申
し
込

み
＝
２
月
末
ま
で
。
た
だ
し
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
は
２
年
前
納

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
大
牟
田
年
金

事
務
所
（
☎
52
・
５
２
９
４
）
か

市
健
康
づ
く
り
課
（
☎
77
・
８
５

３
３
）、
大
和
・
三
橋
庁
舎
市
民

サ
ー
ビ
ス
課
ま
で
。

多
目
的
ホ
ー
ル
（
福
岡
市
博
多
区

石
城
町
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
福
岡
中
央
公

共
職
業
安
定
所
（
☎
０
９
２
・
７

１
２
・
８
６
０
９
）
ま
で
。

市
指
定
ご
み
収
集
袋

入
札
参
加
申
請
受
け
付
け

　

市
は
、
市
指
定
ご
み
収
集
袋
の

発
注
の
た
め
一
般
競
争
入
札
を
行

い
ま
す
。
こ
の
入
札
に
参
加
す
る

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
発
注
予
定
枚
数　

▽
燃
や
す
ご

み
収
集
袋
（
大
）
＝
２
７
０
万
枚

▽
燃
や
す
ご
み
収
集
袋
（
小
）
＝

30
万
枚

●
参
加
資
格　

県
内
に
本
店
や
支

店
が
あ
る
こ
と
、
県
内
の
市
町
村

な
ど
に
ご
み
収
集
袋
の
納
入
実
績

が
あ
る
こ
と
な
ど

●
受
付
期
間　

２
月
17
日
～
３
月

12
日
（
土
日
を
除
く
）、
午
前
９
時

～
午
後
５
時

●
申
込
方
法　

市
廃
棄
物
対
策
課

（
佃
町
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

に
申
請
書
と
必
要
書
類
を
直
接
提

出
（
郵
送
や
電
子
メ
ー
ル
の
提
出

不
可
）。
申
請
書
類
や
仕
様
書
は
同

課
で
配
布

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
（
☎
72
・

１
３
３
４
）
ま
で
。

公
用
車
購
入
と
車
検
受

注
希
望
申
請
受
け
付
け

　

市
は
、
平
成
26
年
度
の
公
用
車

購
入
と
車
検
な
ど
業
務
の
受
注
希

望
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
25
年

度
に
申
請
し
た
業
者
も
申
請
が
必

要
で
す
。

●
受
付
業
種　

公
用
車
購
入
、
車

検
等
業
務
（
い
ず
れ
も
消
防
自
動

車
な
ど
の
特
殊
車
両
は
除
く
）

●
申
請
資
格　

本
店
の
所
在
地
が

市
内
に
あ
る
こ
と
な
ど

●
有
効
期
間　

４
月
１
日
～
来
年

３
月
31
日

●
受
付
期
間　

２
月
３
日
～
28
日

（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
申
込
方
法　

柳
川
庁
舎
３
階
財

政
課
で
配
布
す
る
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
え
て
、
同
課
へ
提
出

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
課
管
財
係

（
☎
77
・
８
４
３
３
）
ま
で
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
講
演
会

●
日
時
・
会
場　

２
月
28
日
（
金
）、

午
後
２
時
～
、
県
柳
川
総
合
庁
舎

●
内
容　

桜
が
丘
病
院
赤
木
健
利

院
長
に
よ
る
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

に
つ
い
て
の
講
演
と
体
験
発
表
、

無
料
、
定
員
80
人

●
申
込
締
切　

２
月
21
日
（
金
）

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

精
神
保
健
係（
☎
72
・
２
１
７
６
）へ
。

大
和
町
文
化
協
会
郷
土

史
部
の
歴
史
講
演
会

●
日
時
・
会
場　

２
月
８
日
（
土
）、

午
後
２
時
～
、
大
和
公
民
館

●
内
容　

江
戸
中
期
の
柳
川
藩
主

に
つ
い
て
、
資
料
代
２
０
０
円

　

問
い
合
わ
せ
は
、
大
和
町
文
化

協
会
郷
土
史
部
事
務
局
の
原
田
さ

ん
（
☎
76
・
０
５
３
２
）
ま
で
。

　2月の柳川市による掲
示および公告予定の建設
工事などは、次のとおり
です。

◆2月 7日掲示
▷ 東宮永団地（仮称）敷

地造成工事
　なお、設計業務の進
ちょく状況により延期に
なることがありますが、
繰り上がることはありま
せん。
　また、電子入札と紙入
札を併用していますの
で、資料などの受け取り
にはご注意ください。

2月の市発注予定

保険料額 前納する額 割引額

口座
振替

1 か月前納 1 万 5040 1 万 4990 50

6 か月前納 9 万 240 8 万 9210 1030

1 年前納 18 万 480 17 万 6700 3780

2 年前納 36 万 960 34 万 6600 1 万 4360

現金
納付

6 か月前納 9 万 240 8 万 9510 730

1 年前納 18 万 480 17 万 7280 3200

■国民年金保険料額と前納する額の比較 （円）

※金額は平成 25年度の月額保険料 1万 5040 円から計算。
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介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

委
員
会
の
委
員
を
募
集

　

県
介
護
保
険
広
域
連
合
は
、
来

年
度
に
平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度

の
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
同
計
画
策
定
委
員

会
を
設
置
し
、
広
く
建
設
的
な
意

見
や
提
案
を
受
け
る
た
め
、
保
健

や
医
療
、
福
祉
な
ど
の
委
員
と
参

加
で
き
る
住
民
代
表
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

２
月
３
日
（
月
）

～
21
日
（
金
）

●
申
込
方
法　

申
込
書
と
作
文
を

同
連
合
へ
提
出
。
委
員
は
若
干
名

　

詳
し
く
は
、
同
連
合
総
務
課
企

画
電
算
係
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・

７
０
５
５
）
ま
で
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
手
続
き
説
明
会

　

す
べ
て
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
は
、
27
年
３
月
ま
で
に

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
計
画
を
作
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
制
度
や
手

続
き
を
市
民
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

を
対
象
に
、
無
料
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
16
日
（
日
）、
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
会
場　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
大
牟
田
２

階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
大
牟
田
市
岬
町
）

●
定
員　

１
２
０
人

　

問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
者
相
談

支
援
事
業
所
「
潮
」（
☎
41
・
８
７

３
３
）
ま
で
。

障
が
い
者
問
題
啓
発

セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

●
日
時　

２
月
27
日
（
木
）、
３
月

６
日
（
木
）、13
日
（
木
）
の
３
日
間
、

午
後
２
時
～
３
時
30
分

●
会
場　

水
の
郷
２
階
研
修
室

●
対
象　

障
害
者
問
題
に
関
心
が

あ
る
人
、
先
着
25
人
、
無
料

●
テ
ー
マ　

障
害
者
に
対
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
人

が
感
じ
る
障
害
者
問
題
に
つ
い
て

●
申
込
締
切　

２
月
14
日
（
金
）

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
大
和
支
所
（
☎

76
・
４
８
３
３
）
ま
で
。

筑
後
七
国
イ
ベ
ン
ト
情
報

□
筑
後
七
国
再
発
見
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

●
日
時
・
会
場　

２
月
16
日
（
日
）、

午
前
11
時
～
午
後
４
時
、
九
州
芸

文
館
（
筑
後
市
大
字
津
島
）

●
内
容　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
着
地

型
観
光
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
要
事
前

申
し
込
み
の
も
の
あ
り
）、
パ
ネ
ル

展
示

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

筑
後
七
国
商
工
連
合
会
（
☎
０
９

４
２
・
52
・
３
１
２
１
）
ま
で
。

□
風
浪
宮
大
祭
（
大
川
市
）

●
期
間　

２
月
８
日
～
11
日

●
会
場　

風
浪
宮
（
大
川
市
酒
見
）

●
内
容　

▽
裸
ん
行
＝
８
日
、
午

後
７
時
30
分
に
若
津
神
社
出
発
▽

お
潮し

お

い井
詣ま

い

り
＝
11
日
、
午
前
10
時

50
分
に
風
浪
宮
を
出
発
。
そ
の
他
、

流や

ぶ

さ

め

鏑
馬
や
物
産
フ
ェ
ア

　

問
い
合
わ
せ
は
、
風
浪
宮
社
務

所
（
☎
87
・
２
１
５
４
）
ま
で
。

□
清
水
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
（
み

や
ま
市
）

●
日
時　

２
月
９
日
（
日
）、
午
前

８
時
30
分
受
け
付
け
開
始

●
会
場　

み
や
ま
市
体
育
セ
ン

タ
ー
（
み
や
ま
市
瀬
高
町
下
庄
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
み
や
ま
市
社

会
教
育
課
（
☎
32
・
９
１
８
２
）
へ
。

□
雛ひ

な

の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ

り
（
八
女
市
）

●
期
間　

２
月
16
日
～
３
月
16
日

●
場
所　

八
女
福
島
地
区
一
帯

　

問
い
合
わ
せ
は
、
八
女
観
光
案

内
所
（
☎
０
９
４
３
・
23
・
１
１

９
２
）
ま
で
。

□
夢
た
ち
ば
な
観
梅
会
（
八
女
市
）

●
期
間　

２
月
22
日
～
３
月
２
日

●
会
場　

谷
川
梅
林
（
八
女
市
立

花
町
谷
川
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
八
女
市
立
花

支
所
産
業
経
済
課
（
☎
０
９
４
３
・

23
・
４
９
４
１
）
ま
で
。

□
お
お
い
さ
る
こ
い
（
大
木
町
）

●
日
時　

２
月
23
日
（
日
）、
午
前
９

時
か
ら
受
け
付
け
、
９
時
30
分
開
始

●
集
合
場
所　

大お

お

い莞
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
大
木
町
大
字
奥
牟
田
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
大
木
町
企
画

課
（
☎
32
・
１
０
３
６
）
ま
で
。

□
第
32
回
古
賀
政
男
記
念
「
大
川

音
楽
祭
」（
大
川
市
）

●
日
時　

３
月
２
日
（
日
）、
正
午

開
演
（
開
場
は
午
前
11
時
）

●
会
場　

大
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー

（
大
川
市
大
字
酒
見
）

広報やながわは、自主財源確保のため有料広告を掲載しています。有料広告は随時募集中です。

▶行政相談　6 日＝大和庁舎、19 日＝柳川庁舎市民相
談室、24 日＝三橋庁舎。13:00 ～ 16:00。古賀壽代
相談委員（☎ 73・6927）、境照廣相談委員（☎ 76・
2572）、石橋功亘相談委員（☎ 72・3850）が国や県、
市への要望、苦情などの相談に応じます。
▶法律相談　12 日＝市民会館、19 日＝大和庁舎、26
日＝三橋公民館。13:00 ～ 16:00。弁護士が相談に応
じます。要予約。予約は毎月 1 日、8:30 から受け付け（土
日、祝日、1 月 1 ～ 3 日を除く）、各会場先着 6 人。【問】
柳川庁舎市民課（☎ 77・8472）
▶人権相談　4 日＝三橋庁舎、25 日＝水の郷。13:00 ～
16:00。この他、毎週月～金曜 (年末年始、祝日を除く)、8:30
～17:15。【問】法務局柳川支局 3 階（☎ 72・2640）
▶交通事故相談　6 日、13 日、20 日、27 日、10:00 ～
15:00、県柳川総合庁舎。電話相談は土日、祝日を除く
毎日【問】県生活安全課（☎ 092・622・0403）
▶年金相談　祝日を除く毎週木曜、10:00 ～ 15:00、柳
川商工会館。要予約 ( 大牟田年金事務所☎ 52・5294)
▶税務相談　事業者のみ対象、毎月第 2 水曜、13:30
～ 15:30、柳川商工会館（要予約☎ 73・7000）
▶子ども・母子・婦人相談　月～金曜、市子育て支援課。
子育ての不安・悩みごと、離婚、夫の暴力などの相談に
応じます（☎ 77・8524）
▶女性相談　13 日、10:00 ～ 15:00、法務局柳川支
局 3 階、原則、女性の相談（☎ 72・2640）
▶宅地建物の無料相談　12日、13:00～15:00、柳川庁舎市
民相談室。【問】県宅建協会柳川地区事務所（☎74・0874）
▶心配ごと相談　毎週木曜、10:00 ～ 15:00、水の郷。

【問】市社会福祉協議会（☎ 72・5347）
▶身体障害者相談会　8 日＝水の郷、15 日＝まほろばや
まと、22 日＝サンブリッジ、13:30 ～ 16:00【問】市
身体障害者福祉協会荒木さん（☎ 090・3328・8041）
▶こころの健康相談　毎週木曜（第 4 木曜を除く）、
13:00 ～ 15:00、南筑後保健福祉環境事務所。心の悩
みや病気を専門医などに相談。要予約 ( ☎ 72・2176)
▶子どもホットライン 24 南筑後　☎ 0942・52・
4949。南筑後教育事務所で毎日 24 時間対応します。
▶教育相談　☎74・5955。土日、祝日を 除く毎日、9:00
～ 17:00、柳川市教育研究所
▶職業相談　土日、祝日を除く毎日、8:30 ～ 17:00、
市職業相談室（三橋庁舎 4 階☎ 74・1288）
▶柳川・みやま消費生活センター　毎週月～金曜( 年末年始、
祝日を除く )、9:00 ～16:30、大和庁舎1階 ( ☎ 76・1004)

2月の無料相談おでかけ・イベント情報

■スポーツ
●第 27回柳川消防・火の用心バレーボール
大会＝ 9日（日）、8:50 ～、市民体育館
●市ニュースポーツフェス
タ（種目キンボール）＝ 11
日（火・祝）、9:00 ～、市民
体育館
●城内公民館「グラウンド
ゴルフ大会」＝23 日（日）、
8:00 ～、市民グラウンド
●市大和B&G海洋センター少年柔道大会＝
23日（日）、9:00 ～、同センター
■イベント
●うまかもんつくりぐっちょキャンペーンス
タンプラリー＝ 1日（土）～ 3月 31日（月）
●市民会館こどもシアター「ねぎぼうずのあ
さたろう（其

そ の

之九、其之十）」＝ 8日（土）、
10:00 ～、同会館第 1会議室
●蒲池公民館「蒲池地区歩こう大会」＝ 9日
（日）、10:00 に各地区公民館出発
●両開公民館「文化祭」＝ 15 日（土）、16
日（日）、10:00 ～、同公民館
●市子ども会レクリエーション大会（種目オ
セロ）＝ 16日（日）、8:30 ～、三橋公民館
●第 125回柳川健康・文化ウオーキング「柳
川城総郭周遊コース」＝ 23日（日）、9:15 ～、
からたち文人の足湯前集合、参加費高校生以
上 200円

イ
ベ
ン
ト

●
入
場
券　

Ａ
席
＝
３
０
０
０
円
、

Ｂ
席
＝
２
５
０
０
円
。
ゲ
ス
ト
歌

手
は
秋
元
順
子
さ
ん

　

問
い
合
わ
せ
は
、
古
賀
政
男
記

念
館
（
☎
86
・
４
１
３
３
）
ま
で
。

建
国
記
念
の
日
・
市
民

の
集
い

●
日
時
・
会
場　

２
月
11
日
（
火
・

祝
）、
午
前
10
時
開
会
、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
久
留
米
（
久
留
米

市
六
ツ
門
）、
入
場
無
料

●
内
容　

記
念
式
典
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
高
山
正
之
さ
ん
の
講
演
、

陸
上
自
衛
隊
久
留
米
駐
屯
地
音
楽

隊
演
奏
な
ど

　

問
い
合
わ
せ
は
、
日
本
会
議
福

岡
県
南
支
部
事
務
局
（
☎
０
９
４

２
・
38
・
１
２
７
１
）
ま
で
。

●日時　2月 23日（日）、
午後 1 時 30 分開場、午
後 2時開演

●会場　市民会館大ホー
ル

●入場料　全席自由で一
般 2000 円、高校生以下
1000 円（当日はそれぞ
れ 500円増し。前売りで

完売した場合は、当日券の販売はありません）
※未就学児の入場はできません。無料託児室
をご利用ください（要予約）。

●前売り券販売場所　市民会館、各市立公民
館、三橋庁舎 2階生涯学習課で販売

　問い合わせは、市生涯学習課文化係（☎
77・8832）まで。

森 麻季
～ソプラノ・リサイタル～



●
コ
ー
ス　

①
和
綴
じ
講
座
②
公

文
書
館
講
座

●
期
日　

①
２
月
15
日
（
土
）
②

２
月
19
日
（
水
）

●
会
場　

同
館（
筑
紫
野
市
上
古
賀
）

●
定
員　

①
先
着
10
人
②
先
着
20
人

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

同
館
（
☎
０
９
２
・
９
１
９
・
６

１
６
６
）
ま
で
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

み
ん
な
で
学
ぼ
う
郷
土
史

●
日
時　

２
月
24
日
（
月
）、
25
日

（
火
）、
午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
会
場　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
三
橋
出
張
所

●
対
象　

寺
社
、
郷
土
史
に
興
味

の
あ
る
60
歳
以
上
の
人

●
内
容　

白
秋
の
故
郷
・
私
の
城

下
町
（
沖
ノ
端
）
を
学
ぼ
う
、無
料
、

先
着
25
人

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

同
セ
ン
タ
ー
柳
川
本
所
（
☎
73
・

４
５
８
５
）
ま
で
。

柳
川
郷
土
研
究
会

無
料
の
歴
史
講
座

●
日
時　

２
月
16
日
（
日
）、
午
後

２
時
～
４
時

●
会
場　

あ
め
ん
ぼ
セ
ン
タ
ー
２

階
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル

●
内
容　

筑
後
川
下
流
の
デ
・
レ
ー

ケ
導
流
堤
に
つ
い
て
（
講
師
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
大
川
未
来
塾
の
本
間
雄

治
さ
ん
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
柳
川
郷
土
研

究
会
事
務
局
の
金
子
さ
ん
（
☎
74
・

０
５
３
４
）
ま
で
。
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情報わいど ③

学
童
保
育
所
指
導
員
に

登
録
し
ま
せ
ん
か

　

市
は
、
学
童
保

育
所
の
指
導
員

の
登
録
者
を
募

集
し
ま
す
。
子
育

て
支
援
に
意
欲

が
あ
る
人
の
申

し
込
み
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
勤
務
時
間　

▽
平
日
＝
放
課
後
～
午
後
６
時

▽
土
曜
、
夏
・
冬
休
み
な
ど
の
長

期
休
暇
＝
午
前
８
時
～
午
後
６
時
。

な
お
、
指
導
員
は
日
時
を
入
れ
替

え
な
が
ら
勤
務

●
賃
金　

時
給
８
０
０
円

●
申
込
方
法　

２
月
18
日
（
火
）

ま
で
に
、
市
販
の
履
歴
書
を
柳
川

庁
舎
１
階
子
育
て
支
援
課
ま
で
本

人
が
持
参

●
雇
用
方
法　

必
要
に
応
じ
て
、

登
録
者
の
中
か
ら
選
考

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
子
育
て

支
援
係
（
☎
77
・
８
５
２
３
）
ま
で
。

放
送
大
学

４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
衛
星
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
国
が
つ
く
っ
た
通
信
制
大

学
で
す
。
心
理
学
や
福
祉
、
経
済

な
ど
幅
広
い
分
野
の
科
目
を
１
科

目
か
ら
自
宅
の
テ
レ
ビ
な
ど
で
学

べ
ま
す
。
15
歳
以
上
（
全
科
履
修

生
は
18
歳
以
上
）
な
ら
だ
れ
で
も

入
学
で
き
、
学
士
の
学
位
が
と
れ

ま
す
。
な
お
、
４
月
か
ら
同
大
学

福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー
は
九
州
大
学

筑
紫
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
ま
す
。

●
申
込
締
切　

２
月
28
日
（
金
）

　

資
料
請
求
、
問
い
合
わ
せ
は
、

同
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
４
７
３
・

１
３
６
５
）
ま
で
。

柳
川
古
文
書
館

古
文
書
解
読
講
座

　

柳
川
古
文
書
館
の
学
芸
員
ら
が
、

く
ず
し
字
の
読
み
方
を
指
導
し
ま

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
講
座
を
受

講
し
ま
せ
ん
か
。
な
お
、
初
級
編

の
第
１
部
と
第
２
部
の
講
座
内
容

は
同
じ
で
す
。

●
期
間　

４
月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
の
毎
月
第
４
日
曜
日

●
コ
ー
ス　

▽
初
級
編
第
１
部
＝

午
前
10
時
～
11
時
30
分
、
先
着
35

人
▽
初
級
編
第
２
部
＝
午
後
１
時

～
２
時
30
分
、
先
着
35
人
▽
応
用

編
（
初
級
編
修
了
程
度
の
人
）
＝
午

後
３
時
～
４
時
50
分
、
先
着
50
人

※
原
則
、
毎
回
受
講
で
き
る
人
が

対
象
。
重
複
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
受
講
料　

無
料
。
要
教
材
費

●
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
受

講
希
望
コ
ー
ス
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
書
き
、
柳
川

古
文
書
館
（
〒
８
３
２
・
０
０
２

１
隅
町
71
番
地
２
）
ま
で
。
直
接

来
館
す
る
場
合
は
、
返
信
用
は
が

き
代
50
円
か
官
製
は
が
き
１
枚
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　

２
月
23
日
（
日
）

～
３
月
15
日
（
土
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
館
（
☎
72
・

１
０
３
７
）
ま
で
。

福
岡
共
同
公
文
書
館

公
開
講
座
参
加
者
募
集

　

福
岡
共
同
公
文
書
館
は
、
和
綴と

じ
の
歴
史
や
実
技
、
同
館
の
説
明

や
作
業
部
屋
を
見
学
で
き
る
講
座

を
開
講
し
ま
す
。
受
講
料
無
料
。

広報やながわは、自主財源確保のため有料広告を掲載しています。有料広告は随時募集中です。

柳
川
の
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム

か
ら
日
本
代
表
な
ど
誕
生

　

徳
益
の
Ｙ
Ｂ
Ｃ
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ

ム
（
古
賀
秀
樹
代
表
）
所
属
の
東
福

岡
高
校
２
年
、
保
坂
剛
君
（
久
留

米
市
、
17
歳
）
が
、
１
月
24
日
か
ら

31
日
ま
で
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
開

か
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス

選
手
権
大
会
の
ラ
イ
ト
級
日
本
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
保
坂

く
ん
は
、
昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
ラ
イ
ト
級
３
位
、
国
民
体
育
大

会
で
準
優
勝
し
、
同
選
手
権
大
会

の
日
本
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
ジ
ム
所
属
で
柳
城
中

学
校
２
年
の
田
島
憲
弥
君
（
奥
州

町
）
と
佐
賀
学
園
成
頴
中
学
校
２

年
の
山
口
仁
也
君
（
佐
賀
県
多
久

市
）、
弟
の
多
久
市
立
西
渓
小
学
校

６
年
の
山
口
友
士
君
（
同
）
も
、

福
岡
県
や
佐
賀
県
代
表
と
し
て
１

月
25
日
、
26
日
に
鹿
児
島
市
で
開

催
さ
れ
た
第
３
回
全
九
州
ア
ン

ダ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
選
考

会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

１
月
７
日
、
大
会
出
場
を
金
子

市
長
へ
報
告
す
る
た
め
、
古
賀
代

表
や
保
坂
君
ら
が
柳
川
庁
舎
へ
来

庁
。
保
坂
君
は
「
海
外
の
選
手
と

対
戦
す
る
の
が
楽
し
み
。
東
京
五

輪
の
代
表
に
な
っ
て
金
メ
ダ
ル
を

と
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。
金
子
市
長
は
「
市
内
の
ジ
ム

で
優
秀
な
選
手
が
育
っ
て
と
て
も

う
れ
し
い
。
上
位
入
賞
目
指
し
て

頑
張
っ
て
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

全
国
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
で
３
位
入
賞

　

昨
年
12
月
25
日
か
ら
28
日
ま
で

大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た
第
27
回
全

国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
に
県
選
抜
男
子
チ
ー

ム
の
選
手
と
し
て
出
場
し
た
選
手

５
人
が
、
１
月
15
日
、
３
位
に
入

賞
し
た
こ
と
を
金
子
市
長
に
報
告

し
ま
し
た
。
同
大
会
に
出
場
し
た

の
は
、
柳
城
中
学
校
３
年
の
中
林

一
真
君
と
古
賀
拓
未
君
、
近
藤
快

斗
君
、
昭
代
中
学
校
３
年
の
待
鳥

晴
輝
君
と
松
本
大
聖
君
。
選
手
た
ち

は
「
自
分
た
ち
の
バ
レ
ー
が
全
国
で

通
用
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
高
校

で
も
頂
点
を
目
指
し
た
い
」
な
ど
と

報
告
。
金
子
市
長
は
「
３
位
入
賞
お

め
で
と
う
。
東
京
五
輪
の
日
本
代
表

選
手
に
な
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
た
た
え
ま
し
た
。

成
績
・
表
彰
コ
ー
ナ
ー

　特定外来生物に指定されている水草
「ブラジルチドメグサ」が市内の水路で
確認されています。ブラジルチドメグサ
は、繁殖力が強く、切れた茎からでも繁
殖します。浮遊して水路一面を覆って日
光を遮ったり、水の流れを停滞させたり
して、生物の生態系や水質へ悪影響を及
ぼします。市では、できる限り状況を確
認して除去することにしていますが、地
域でも水路の清掃をする際は、積極的な
除去をお願いします。
　なお、このような特定外来生物を水路
などへ投棄することは、法律で禁止され
ています。

　問い合わせは、市生活環境課環境係
（☎77・8485）、水路課水路管理係（☎
77・8742）まで。

ブラジルチドメグサの
除去にご協力を

　やながわファミリー・サポート・セン
ターは、子育て中の保護者に代わり、自
宅で子どもを預かったり、保育所などの
送迎をしたりする「まかせて会員」を募
集します。市内に居住して、子育て支援
に興味のある人は受講しませんか。なお、
全日程を修了した人のみ、同会員に登録
することができます。

●日程・講座内容　
① 2 月 20日（木）＝ファミリー・サポー
ト・センターについて
② 2月21日（金）＝子どもの予防救急
③ 2月 27日（木）＝気がかりな行動を
示す子とのかかわり
④ 2月 28日（金）＝子どもが笑顔で過
ごせるために、今大人ができること
⑤ 3月 4日（火）＝エコクッキングか
ら考える子どもの食生活
⑥ 3月 6日（木）＝子どもとのかかわ
り方・遊び、修了証交付

●時間　午前 10時～正午
●会場　水の郷 2階研修室
●受講料　無料（託児あり。子ども 1
人につき 1回 100円）

　申し込み、問い合わせは、同センター
（☎74・2027）まで。

ファミリー・サポート・センター

まかせて会員養成講座

アジアユース選手権大会出場の保坂剛君
（写真中央）らが金子市長を表敬訪問

県選抜として出場した選手らが
金子市長に3位入賞を報告した
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柳川にこの　 あり人vol.42
　

国
連
人
間
居
住
計
画
（
ハ
ビ
タ
ッ
ト
）
福
岡
本
部
な
ど
が
主

催
し
た
「
第
13
回
世
界
ハ
ビ
タ
ッ
ト
・
デ
ー
記
念
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
柳
川
を
通
じ
て
応
募
し
た
柳

河
小
学
校
６
年
の
小
柳
月
さ
ん
の
作
品
が
「
こ
ど
も
の
未
来
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
世
界
中
の
人
々
に
居
住
問
題
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
国
連
総
会
が
毎
年
10
月
の
第
１
月

曜
日
を
「
世
界
ハ
ビ
タ
ッ
ト
・
デ
ー
」
と
定
め
た
こ
と
を
記
念

し
た
も
の
。
今
回
は
「
み
ん
な
の
『
ま
ち
』
に
や
さ
し
い
公
共

の
乗
り
物
」
を
テ
ー
マ
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
８
か
国
、
５

３
６
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
12
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

小
柳
さ
ん
は
「
外
国
か
ら
の
作
品

も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
に
、
受
賞
で

き
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
喜

び
を
語
り
ま
す
。「
地
球
環
境
や
お

年
寄
り
に
優
し
い
乗
り
物
が
発
達
し

た
、
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
な
っ
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
描
き
ま
し
た
」
と

小
柳
さ
ん
の
優
し
い
人
柄
を
感
じ
さ

せ
る
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
柳
さ
ん
の
作
品
は
他
の
入
賞
作

品
と
共
に
、
国
連
ハ
ビ
タ
ッ
ト
の
カ
レ

ン
ダ
ー
の
挿
絵
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

●応募方法　写真（裏に名前を明記）と、
赤ちゃんの名前（ふりがな）、生年月日、性別、
保護者 1 人の名前（ふりがな）、住所、電話
番号、一言コメント（30 文字以内）を書い
て、〒 832-8601 市企画課広報広聴係まで
お送りください。
※市役所各庁舎のモニターでも紹介します。
●対象　満 1 歳の誕生日を迎える市内の赤
ちゃん（3 月号は平成 25 年 3 月生まれ）
●締め切り  3 月生まれは 2 月 14 日（必着）

ネットでも応募できます
　市の公式サイトからインターネットでも応
募できます。デジタルカメラの写真もそのま
ま送れます（確認メールの返信あり）。
●問い合わせ先　同係（☎ 77・8425）
※ 16 日以降生まれは 2 月 15 日号に掲載
※市の公式サイトでも公開します。

もちふみ
デビュー

29

古賀 虎
こ た ろ う

太郎 くん 六合
2 月 1 日生　母：加那

（2 月生まれ）

国連の絵画
コンクール入賞

小柳 月
つ き

さん
隅町・12歳

いつも元気いっ
ぱいなしーちゃ
ん。これからも
家族を癒してね

小
柳
さ
ん
の
作
品
「
人
に
も
自
然

に
も
優
し
い
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」

元気いっぱいやん
ちゃな虎太郎くん★
1 歳おめでとう ! 毎
日虎太郎のかわいい
笑顔にみんな癒され
てるよ♥これからも
すくすく元気に育っ
てね♥

逞くん、お誕生日お
めでとう ! お兄ちゃ
んと仲良くね★

誕生日おめでとう♥
颯真お兄ちゃんと彩
世お姉ちゃんと仲良
く元気にすくすく
育ってね

お誕生日おめでとう
\(^^)/ これからも元
気にスクスク育って
ね★ ! もうすぐお兄
ちゃんだね。優しく
て頼りがいのある強
いお兄ちゃんになっ
てね★琥太郎の笑顔
が毎日の癒しだよ♪
だいすきだよっ(^o^)

　
　約
５
０
０
人
が
疾
走

市
駅
伝
競
走
大
会

　
市
駅
伝
競
走
大
会
が
、
１
月
19

日
、（
一
財
）
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
会
や
ま
と
学
校
で
開
か
れ

ま
し
た
。
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

65
チ
ー
ム
、
約
５
０
０
人
が
参
加
。

選
手
た
ち
は
、
沿
道
か
ら
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
全
力
で
走
り
ぬ
き

ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
（
敬
称
略
）。

【
小
学
男
子
】
▽
１
位
＝
み
つ
は
し

陸
上
ク
ラ
ブ
男
子
Ａ
▽
２
位
＝
有

明
小
学
校
Ａ
▽
３
位
＝
六
合
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

【
同
男
子
区
間
賞
】
▽
１
区
＝
立
花

匠
（
柳
河
魂
）
▽
２
区
＝
河
野
拓

海
（
六
合
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
）
▽
３
区
＝
野
田
祥
矢

（
み
つ
は
し
陸
上
ク
ラ
ブ
男
子
Ａ
）

▽
４
区
＝
江
口
紅
覇
（
同
）
▽
５

区
＝
山
田
卓
朗
（
同
）

【
小
学
女
子
】
▽
１
位
＝
中
島
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
Ａ
▽
２
位
＝
豊
原
小

Ａ
▽
３
位
＝
六
合
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

【
同
女
子
区
間
賞
】
▽
１
区
＝
山
方

涼
（
豊
原
小
Ａ
）
▽
２
区
＝
德
山

遥
南
（
同
）
▽
３
区
＝
成
清
愛
佳
（
皿

垣
小
学
校
Ａ
）
▽
４
区
＝
田
中
莉

香
子
（
中
島
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
Ａ
）

▽
５
区
＝
平
川
弥
夢
（
同
）、
小
山

鈴
奈
（
六
合
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
）、
戸
塚
菜
月
（
み
つ
は

し
陸
上
ク
ラ
ブ
女
子
Ａ
）

【
一
般
男
子
】
▽
１
位
＝
や
ま
と
学

校
▽
２
位
＝
柳
川
有
明
ボ
ー
イ
ズ

Ａ
▽
３
位
＝
柳
川
ボ
ー
イ
ズ
Ｙ

【
同
男
子
区
間
賞
】
▽
１
区
＝
伏
島

祐
介
（
や
ま
と
学
校
）
▽
２
区
＝

益
田
迅
（
柳
川
有
明
ボ
ー
イ
ズ
Ａ
）

▽
３
区
＝
太
田
昌
冶
（
柳
川
ボ
ー

イ
ズ
Ｙ
）
▽
４
区
＝
田
島
誉
之
（
柳

川
有
明
ボ
ー
イ
ズ
Ｂ
）
▽
５
区
＝

古
賀
斗
真
（
柳
川
有
明
ボ
ー
イ
ズ

Ａ
）
▽
６
区
＝
橋
本
健
太
朗
（
大

和
ラ
ン
ナ
ー
ズ
）

【
一
般
女
子
】
１
位
＝
柳
城
中
学
校

【
同
女
子
区
間
賞
】
▽
１
区
＝
山
上

菜
々
子
（
柳
城
中
学
校
）
▽
２
区

＝
横
川
野
乃
華
（
同
）
▽
３
区
＝

戸
塚
綾
美
（
同
）
▽
４
区
＝
竹
下

奈
津
美
（
同
）
▽
５
区
＝
前
田
琉

衣
（
同
）
▽
６
区
＝
島
津
梨
夏
（
同
）

美
術
展
佳
作
の
古
賀
さ

ん
が
水
墨
画
を
寄
贈

　

間
の
古
賀
千
代
美
さ
ん
（
83
歳
）

が
、
自
身
が
描
い
た
水
墨
画
を
市

に
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
、

昨
年
８
月
の
全
国
公
募
日
美
展
「
第

18
回
総
合
水
墨
画
展
」
に
出
展
し
、

一
般
の
部
で
佳
作
を
受
賞
。
若
い

こ
ろ
に
油
絵
を
描
い
て
い
た
と
い

う
古
賀
さ
ん
が
、
水
墨
画
を
始
め

た
の
は
２
年
ほ
ど
前
か
ら
。
掘
割

や
ド
ン
コ
舟
と
い
っ
た
柳
川
ら
し

い
情
緒
あ
る
作
品
に
仕
上
げ
た
そ

う
で
す
。「
水
墨
画
の
美
術
展
に
初

め
て
出
展
し
た
作
品
。
こ
の
絵
を

見
た
人
が
、
少
し
で
も
心
安
ら
い

で
も
ら
え
た
ら
」
と
話
し
ま
し
た
。

作
品
は
、
柳
川
庁
舎
３
階
の
応
接

室
前
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

天気に恵まれ選手も力を存分に発揮

温
か
い
話
題

水墨画を寄贈した古賀さん（左）

下河 逞
たくま

 くん 東蒲池
2 月 6 日生　父：純

諸藤 匠
たくみ

 くん 明野
2 月 13 日生　父：悟

鶴 蓮
れ ん と

翔 くん 上宮永町
2 月 7 日生　父：心太

酒見 姫
ひ め か

佳 ちゃん 下百町
2 月 11 日生　父：佳秀

野口 颯
そ う た ろ う

太郎 くん 百町
2 月 9 日生　父：隆博

堤 琥
こ う た ろ う

太郎 くん 矢留本町
2 月 11 日生　父：一晃

渡辺 雫
しずく

 ちゃん 明野
2 月 15 日生　父：智

姫ちゃんお誕生日お
めでとぉー★いつも
ニコニコ姫ちゃんは
パパとママの宝物だ
よ♪これからも素直
で元気にスクスク
育ってねっ !!

地域子育て支援センター

親子で遊びに来ませんか
●対象　幼稚園、保育園に通っ
ていない幼児とその家族
▶ピコクラブ＝正光乳児保育園

（細工町☎ 72・9066）で毎週月
～木曜日の午前 10 時～午後 3 時、
毎週金曜日は水の郷キッズルーム
で午前 10 時～ 11 時 30 分
▶わくわくひろば＝垂見保育園

（垂見☎ 73・6742）で毎週月～

金曜日の午前 10 時～午後 3 時
▶バンバン＝あけの保育園（明
野☎ 76・4473）で毎週月～金
曜日の午前 10 時～午後 3 時
▶つどいの広場「このゆびとま
れ」＝市柳城児童館（日吉神社横
☎ 72・7706）で毎週月～金曜日、
午前 10 時～午後 4 時。※毎月最
終月曜日は、午後 0 時 30 分～
※ いずれも無料。事前申し込み

が必要な場合があります。
※ 子育て相談は随時受け付けます。

HAPPY BIRTH 
DAY ★元気いっ
ぱいに育ってく
れてありがとう !
たくましい男の
子になってね !

元気なたくましい
男の子に育ってね !!



　　 赤ちゃんコーナー 予防接種（個別接種）コーナー

        成人コーナー

広報やながわ 2014.2.1 広報やながわ 2014.2.1

【教室などの申し込み、問い合わせ】市健康づくり課健康係（☎77・8536）

2月の在宅当番医

■母子健康手帳交付
●�期日・会場　2 月 14 日（金）＝

柳川庁舎 1 階 14 番窓口、23 日
（日）＝水の郷
●�時間　受付＝ 9:30 ～ 9:45、説

明＝ 9:45 ～ 10:30
●�対象　市内在住の妊婦さん（配偶者

も一緒にどうぞ。初めてパパにな
る人には父子手帳をお渡しします）

●�内容　赤ちゃんとお母さんのため
の制度説明など

●�持ってくるもの　妊娠届出書、
ボールペン

※�上記日程で都合の悪い人は、健康
係に連絡してください。

■マタニティーセミナー（要予約）
●�日 時・ 会 場　2 月23 日（ 日 ）、

10:30 ～ 11:30、水の郷「和室」
●�対象　市内の妊婦とその配偶者
●�内容　パパの妊婦体験
●�持ってくるもの　母子健康手帳

■赤ちゃんサロン
●�日時　2 月 18 日（ 火 ）、3 月 4

日（火）、10:00 ～ 11:30
●会場　水の郷「和室」
●�対象　子育て中の人と妊娠中の人
●�内容　育児の悩みや疑問などの座

談会風の意見交換や助産師からの
アドバイス、体重測定など

●�持ってくるもの　母子健康手帳、
オムツ、バスタオルなど

■離乳食教室（要予約）
 ●�日時　2 月 12 日（ 水 ）、10:00

～ 11:30

●会場　水の郷「和室」
●�対象　5、6 か月児と保護者
●�内容　離乳食のお話、離乳食作り、

個別相談など
●�持ってくるもの　エプロン、三角巾、

タオル、おんぶひも、オムツなど

■親子教室（要予約・定員10組）
●�日時　2 月 5 日（水）、19 日（水）

10:00 ～ 11:30
●会場　水の郷「診察指導室」
●�対象　おおむね 1 歳以上の幼児と

保護者（主に言葉や発達が心配な人）
●�内容　親子遊び、個別相談など

■4か月児健康診査
●�日時　2 月 27 日（木）、受付＝

13:00 ～ 13:45
●会場　水の郷
●�対象　平成 25 年 10 月生まれ
●�内容　身体計測、小児科医の診察、

保健師・栄養士の個別相談
●�持ってくるもの　母子健康手帳、

バスタオル、すくすく台帳（1～2
ページを記入してきてください）

■10か月児健康診査
●�日時　2 月 20 日（木）、受付＝

13:00 ～ 13:45
●会場　水の郷
●�対象　平成 25 年 4 月生まれ
●�内容　身体計測、小児科医の診察、

保健師・栄養士による個別相談、
歯科相談

●�持ってくるもの　母子健康手帳、
バスタオル、10 か月児アンケー
ト（事前に記入してきてください）

■1歳 6か月児健康診査
●�日時・会場　2 月 13 日（木）、受

付＝ 13:00 ～ 13:45、水の郷
●�対象　平成 24 年 7 月生まれ
●�内容　身体計測、診察（内科・歯

科）、フッ素塗布（希望者のみ）、
歯磨き相談、保健相談、栄養相談

●�持ってくるもの　母子健康手帳、
1 歳 6 か月児アンケート、安全
チェックリスト（事前に記入して
きてください）

■3歳児健康診査
●�対象・日時　①平成 23 年 1 月生

まれ＝ 2 月 6 日（木）②平成 23
年 2 月生まれ＝ 3 月 6 日（木）、
受付＝ 13:00 ～ 13:45

●�会場　水の郷
●�内容　身体計測、検尿、診察（内科・

歯科）、フッ素塗布（希望者のみ）、
歯磨き相談、保健相談、栄養相談

●�持ってくるもの　母子健康手帳、
3 歳児アンケ－ト、安全チェック
リスト（事前に記入してきてくだ
さい）、当日朝の尿 10cc 程度

※�家庭で視力検査をしてきてください。

■健康相談
　生活習慣病予防のための無料健
康相談です。血圧測定や検尿、栄
養相談などを行います。
●�日時　2 月 18 日（ 火 ）、9:30

～ 11:00
●会場　柳川庁舎 1 階ロビー
●�持ってくるもの　健康手帳など

■2月のいきいきクラブ
　介護予防の教室です。対象は介
護保険を利用していない 65 歳以
上の人。定員は各会場先着 30 人。
日程は右表のとおり。
●�時間　9:30 ～ 11:00

　個別接種分の各種予防接種は次
の表のとおりです。市役所各庁舎
と水の郷にある「母子保健・予防
接種ガイドブック（25 年度版）」
に掲載している実施医療機関へ事
前に予約して、接種してください。

※�各種予防接種は、標準的接種年
齢で接種します。なるべくこの
年齢に接種してください。
※��不活化ポリオ、3 種・4 種混合
と日本脳炎は標準的接種年齢を
記載していますが、未接種の場
合、7歳 6か月未満まで接種で
きます。
※�子宮頸

けい

がん、ヒブ、小児用肺炎
球菌の予防接種は、今年度から
定期の予防接種になりました。
※現在、子宮頸がん予防ワクチン

　の接種は、積極的に勧めていま
　せん。詳しくは、市公式サイト
　をご覧ください。

◆�平成 17 年以降に日本脳炎
1期接種を逃した人へ

　平成 7 年 4 月 2 日から 19 年 4
月 1 日生まれの人は、20 歳未満
まで無料で接種できます。

種類 標準的接種年齢 回数

不活化
ポリオ

【初回接種】生後 3 ～ 12
か月（20 日以上の間隔で
接種）

【追加接種】初回接種後 1
年～ 1 年半

3 回

1 回

BCG 生後 3 ～ 11 か月 1 回

3 種
混合、
4 種
混合

【初回接種】生後 3 ～ 12
か 月（20 日 以 上 56 日 の
間隔で接種）
【追加接種】初回接種後 1
年～ 1 年半

3 回

1 回

麻しん
風しん
混合

【1期】生後 12 ～ 23 か月
【2 期】年長児（受診は 3
月 31 日まで）

1 回
1 回

日本
脳炎

【1期初回】3 ～ 4 歳
【1 期追加】1 期初回接種
後 1 年
【2期】小学 4 年生

2 回
1 回

1 回

接種
済み
回数

これから
接種する
回数

接種間隔

0 回 4 回

6 ～ 28 日あけて 2 回、
2 回目の約 1 年後に 1
回。2 期は 9 歳以上で
1 期終了後 6 日以上あ
けて接種

1 回 3 回

6 日以上あけて 2 回。
2 期は 9 歳以上で、1
期終了後 6 日以上あけ
て接種

2 回 2 回

6 日以上あけて 1 回。
2 期は 9 歳以上で、1
期終了後 6 日以上あけ
て接種

3 回 1 回
9 歳以上で、1 期終了
後 6 日以上あけて接種

31 30

保 健
ガイド

★乳幼児健診の注意事項
　柳川市で初めて健診を受ける
人は、すくすく台帳も持ってき
てください。転入などで台帳を
持っていない人は健康係に連絡
してください。
 　体調のすぐれない子、伝染する病
気にかかっている子は、体調が良く
なってから健診を受けてください。

★予防接種の注意事項
 　事前に「予防接種と子どもの
健康」をよく読み、受診の際は
母子健康手帳を必ず持参くださ
い。予診票は保護者が責任を持っ
て記入してください。
　保護者以外の親族などが予防
接種に連れていく場合は、保護
者の「委任状」が必要です。委
任状の用紙は健康係にあります。

会場 曜日 実施日

両開公民館 水 5 日

昭代公民館 木 6 日、20 日

まほろばやまと A 月 10 日

崩道公民館 水 12 日

蒲池公民館 木 13日、27日

サンブリッジ 月 17 日

上塩塚公民館 火 18 日

まほろばやまと B 月 24 日

皿垣公民館 火 25 日

水の郷 金 28 日

ほっと情報

　日曜、祝日の在宅当番医を紹介しま
す。当番医は変更する場合があります
ので、受診する前に医療機関や当日の
新聞などで確認してください。問い合
わせは、各医療機関へ。
●診療時間　午前 9 時～午後 5 時（医
療機関で異なる場合あり。受診の前に
電話で確認を）

【2月 2日（日）】
�▷�小児科・内科＝永江医院（本町☎

72・3146）▷外科系＝立石耳鼻咽喉
科医院（本城町☎ 72・3469）、一般財
団 柳川病院（筑紫町☎ 72・6171）

【2月 9日（日）】
�▷�小児科・内科＝山内医院（みやま市瀬

高町大江☎62・4131）▷外科系＝く
ろだ整形クリニック（大浜町☎ 72・
1111）

【2月 11日（火・祝）】
▷�内科系＝千蔵医院（鷹ノ尾☎ 76・

1854）▷小児科＝井口こどもクリ
ニ ッ ク（ 今 古 賀 ☎ 72・1888）▷
外科系＝阿久根眼科医院（筑紫町☎
72・3376）、甲斐田医院（西浜武☎
72・3435）

【2月 16日（日）】
▷�内科系＝よしやま内科（みやま市

瀬高町小川☎ 62・6118）▷外科
系＝高橋皮ふ科医院（本町☎ 74・
4155）、龍外科医院（宮永町☎ 72・
2100）

【2月 23日（日）】
▷�内科系＝きくち胃腸科内科クリニッ

ク（ み や ま 市 瀬 高 町 下 庄 ☎ 63・
2223）▷小児科＝津末医院（久末☎
72・2516）▷外科系＝河口医院（蒲
船津☎ 74・1677）

【内科救急指定病院】
長田病院（下宮永町☎ 72・3501）

十分な対策で花粉をシャットアウト

　これから春に近づくにつれて、
花粉が多く飛び始め、花粉症の人
にとってはとてもつらい季節にな
ります。花粉症の原因は、スギや
ヒノキなどの植物の花粉。これら
が鼻や目の粘膜に付着することに
よって、くしゃみ、鼻水、鼻詰まり、
目のかゆみなどの症状が引き起こ
されます。
　現在、花粉症だといわれている
日本人の割合は約25パーセント。

また、花粉症でない人も、花粉を
多く吸い込んだり、皮膚などの粘
膜に付いたりすることで、アレル
ギー症状が新たに発症する場合も
あります。
　十分な対策をして、花粉をでき
るだけ吸い込まないようにしま
しょう。
□主な対策
●花粉が多い日は外出を控える
●外出時はメガネや顔に合ったマ

スクを着用する
●帰宅後は手洗い、うがい、洗眼
をして花粉を洗い流す
●換気をするときは窓を少し開け、
レースのカーテンで花粉を遮る
●花粉の付着を防ぐため、衣服は
ポリエステルや綿製品で起毛のな
いものを着用する
●花粉が多い日は洗濯物を室内に
干す
●掃除はこまめに行う
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